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〈表紙説明〉最近の研究から
（上）  テスラコイルを用いた導電性高分子ポリアセチレンの放電現象。表面放電とともにポリアセチレンに中性ソリトンが発生する。この中性ソリト

ンをラジカル重合開始剤として用いて様々なプラスチックが合成できる。（ソリトンラジカル重合）。（「液晶中での不斉リビング重合と新液晶相
ポリマーツイストベンドネマチック相の発見」より）

（下）  位相コントラストＸ線イメージング法により撮影された，日本近海の海底から採取された天然メタンハイドレートの断面像（左）と三次元ボリ
ュームレンダリング像（右）（「Ｘ線 CTによる天然メタンハイドレートの構造観察」より）
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　前号（第 43巻 4号，2026年 2月）の「物構研つくばキ
ャンパスだより」にて雨宮副所長から報告がありました，
量子ビームの融合による新施設について，その後の進捗を
ご報告いたします。新施設として検討を行っている「量子
マルチビーム共創拠点（MB-LINQ）」については，文部科
学省「ロードマップ 2026」への申請準備を進めてまいり
ましたが，フォトンファクトリー計画推進委員会や研究推
進会議など KEK内での検討に加え，KEK内外の関係者と
の協議を経て，多くの方々のご協力とご支援のもと計画を
まとめ，申請に至りました。特に，多くの関連学会・団体
からは貴重なコメントや多くのサポートレターをいただ
き，この場を借りて心より感謝申し上げます。本計画は，
VUV小型高輝度放射光源，高強度陽電子源，高次高調波
レーザー（将来的には超伝導 LINACによる連続波（CW）
自由電子レーザーの整備も検討）を単一建屋内に統合する
ものです。これにより世界初の「量子マルチビーム同時利
用」を実現し，最先端の量子ビームを有機的に活用するこ
とで，物質・生命の多様な機能の根源となる極限的な量子
現象の解明を目指します。本計画は，物質・生命の複雑か
つ動的な “ありのまま” の状態を計測するため，従来の「順
次利用」から「同時利用」への転換を先導し，計測手法や
研究分野の融合による新領域の開拓を推進するものです
（物構研では，統合型量子ビーム科学として日本学術会議
の「未来の学術振興構想」に提案）。本計画の申請機関は，
NINS分子科学研究所（中核機関），KEK物質構造科学研
究所，広島大学放射光科学研究所，東京大学物性研究所が
中心となり，さらに KEKの加速器研究施設，共通基盤研
究施設，WPI量子場計測システム国際拠点が加速器や検
出器等のインフラ技術面を支える構成となっています。中
心となる体制は，日本放射光学会から提案され，日本学術
会議「マスタープラン 2020」で採択された「放射光学術
基盤ネットワーク」を礎としています。大学共同利用機関
と共同利用・共同研究拠点の連携による学術放射光施設・
関連組織の共同提案は，既存の枠組みを超えた画期的な試
みです。この横断的な協力体制により，多様な量子ビーム
の利用や技術開発を加速させ，予算やマンパワーの制約
を打破できると考えています。なお，VUV小型高輝度放
射光源が中心となるため，NINS分子研を中核機関として
申請いたしましたが，KEK物構研が強力にタッグを組み，
各研究機関と一体となって計画を推進してまいります。こ
のような協力体制が実現した背景には，これまでのネット
ワークを通じた継続的な連携と，強固な信頼関係がありま
す。特に，2025年に PFリングに完成した開発研究多機能
ビームライン BL-11において，設計から建設作業に至る
まで若手研究者を中心に現場で汗を流した経験が，大きな
糧となっていると感じています。
　さて，これまでもお伝えしてきましたが，新施設と現施
設は量子マルチビーム研究における両輪であり，新施設の

計画を実現させるためにも現施設での成果が極めて重要
です。前号の「放射光実験施設の現状」で報告した通り，
BL-11は 2025年度第 2期運転の後半から共同利用を開始
しました。当初は PF-S課題 1件と RD課題 2件でしたが，
現在は新たに 2件の RD課題が採択され，2ビーム同時利
用実験への挑戦が始まっています。ビームラインおよび初
期的な実験結果については現在論文にまとめて投稿中であ
り，今後，2ビーム同時利用実験がさらに活発化していく
ことを期待しています。
　続いて，「AI for Science」の取り組みについて紹介しま
す。現在，世界的に AIを科学研究に活用する流れが急速
に加速しており，日本でも国を挙げて体制強化が進められ
ています。量子ビーム科学においても，大規模データや
AIを活用した研究手法の重要性は高まる一方です。PFで
は，すでに一部のビームラインで測定の自動化やデータの
集積化を開始していますが，今後はこの取り組みをさらに
強化します。データ集積基盤を整備するとともに，AIを
本格的に導入することで，データ駆動型・自律型研究を可
能にする集積研究システム基盤の構築を進めたいと考えて
います。産出される膨大な高品質データを AIが学習する
ことで，実験条件の最適化や提案，さらには自律的研究サ
イクルが実現できます。加えて，大学共同利用機関ならで
はの研究の多様性を活かし，マルチモーダルサイエンスの
展開，および測定手法や分野の融合を促進します。特に，
今後量子マルチビーム同時利用研究を展開する上で，質や
種類の異なるマルチモーダルデータの集約と，その統合的
な処理方法の開発は必要不可欠です。将来的には異なる実
験施設間での横断的なデータ活用も大きな課題となるでし
ょう。今後，一部のビームラインでは仕様の変更や改修を
行う可能性がありますが，これらについてもユーザーの皆
さまと相談しながら進めてまいりたいと考えております。
　最後に，SPring-8の停止期間中の対応について報告しま
す。すでにご存じの方も多いかと思いますが，2027年度
後半から 1年半の間，SPring-8は「SPring-8-II」へのアッ
プグレード改造のため運転を停止します。この期間中の放
射光利用については，日本全体で支援する方針となってお
り，PFでも最大限協力する予定です。現在，代替利用が
可能なビームラインの選定や，必要な整備，運用方法につ
いて具体的な検討を進めています。この期間，ユーザーの
皆さまには程度の差こそあれ何らかの影響が及ぶかと存じ
ますが，日本の放射光科学全体の発展のための措置として，
ご理解とご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。
　以上のように様々な取り組みを進めております。今後も
皆さまと共にアイディアを出し合い，計画をアップデート
しながら，放射光科学，そして統合型量子ビーム科学の未
来を切り拓いていきたいと考えております。引き続き，ど
うぞよろしくお願いいたします。

　施設だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放射光実験施設長　五十嵐教之
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　現　　状

　入射器の現状
加速器第五研究系研究主幹　惠郷博文

（2026 年 4月 8日付け）

運転状況
　2025年 12月 24日に 2025年度第 2期の運転を終了し，
2026年 1月 6日まで冬期メンテナンスを実施した。1月 26
日に運転開始する SuperKEKBへのビーム入射調整に対応
するため，保守作業はトラブル対応（冷却水流量低下を軽
減させる配管内エア抜き，不具合電源の交換など），および，
ビーム運転再開に大きく影響しない作業（電磁石電源通信
改良など）にとどめた。1月 7日から第 3期運転の入射器
立ち上げを行った。PFリングには SuperKEKBと同様に 1
月 26日よりビーム入射を開始，2月 27日からハイブリッ
ドモードに入射運転を切り替えた。PF-ARは 2月 2日より
6.5 GeVにてビーム入射を開始した。メンテナンス期間に
ビームライン大気開放や機器改造などの作業を行わなかっ
たため，インタ－ロックによる運転停止頻度は立ち上げ当
初から少なく，大電力高周波系の反射異常は 100回／週未
満となっている。PF-ARへのビーム入射は 3月 2日に停止，
PFリングと低速陽電子加速器の運転は 3月 10日に停止し
て 2025年度の光源系加速器への入射運転は終了となった。
一方，SuperKEKBへのビーム入射は年度を跨ぎ，継続運転
を行なっている。
　今期の大きなトラブルとして，1月 31日に入射器上流の
加速管冷却水の温度異常（図 1）によって約 6時間のビー
ムロスタイムが生じた。冷却水の精密温度測定を行ってい
る水晶温度計の測定器が経年劣化により故障し，水温を自
動調整している三方弁の制御が不能になったことが原因で
ある。当座の対応として熱交換器上流のバイパス弁での手
動制御を行なったが，水温の安定度が低く，ビーム運転に
大きく影響した。調査検討を行い，機種が異なる測定器を
使った応急処置を実施した。温度計との校正ができていな
いため，水温の絶対値は不正確であるが，温度変動には追
随できたため，三方弁の自動制御を回復させることができ

た。根本的な対処は夏期メンテナンスにて実施予定である。
また，別系統冷却水の流量変動も生じており，冷却水圧力
制御弁調整や配管内のエア抜きで対応した。このように施
設インフラ関係機器の経年劣化も入射器の安定運転の障害
になることが増えてきている。

2025 年度の運転記録
　月間機器保守に要した 35時間を除くと入射器の総運転
時間は 6,541時間，ビーム加速に必要な大電力高周波出力
時間は 6,428時間であった。総運転時間が 6,500時間を超
えるのは，17年ぶりである。
　PFリングへの入射時間は 774時間，PF-ARへは 233時
間であった。マシンダウンタイムは 273時間で故障率は
4.2%，ビームロスタイムは 175時間で停止率は 2.7％とな
った。図 2にマシンダウンタイム（上）とビームロスタイ
ム（下）の内訳を示す。2025年 5月に約 86時間に及ぶ入
射器運転停止の原因となった高周波加速管の水漏れ故障が
ダウンタイムの主因となった。詳細は Vol.43 No.2に報告
しているが，PF型加速管の経年劣化により本体の組立接
合部に亀裂が生じて真空状態の加速管内部へ水漏れが生じ
たことによる。現在，この加速管は撤去されてダミー真空
配管に置き換えられている。そのため，この加速管を駆動
していた RFユニットは停止状態のままである。3年かけ
て製作した新型加速管を本年の夏期メンテナンス期間に，
このユニットへインストールする予定である。2024年度
は電子ビームを生成する入射部の異常がダウンタイムの主
要因であったが，昨夏に交換設置した新型 RF電子銃が安
定に動作するようになっており，ダウン時間は半減した。
　1982年から，これまでの入射器運転統計を図 3に示す。
故障率，停止率は正確な記録を取り始めた年度からの記載
である。SuperKEKBへの高電荷量低エミッタンスビーム

図 1　入射器上流加速管冷却水温度異常の推移
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生成に対応するための入射器改造後，故障率は 4％で高止
まりしており，停止率も約 3％近くまで増加している。入
射器内の主要機器老朽化が主因であるため，その対策とし
て交換が必須となっている。新開発・近代設計によって高
性能化された加速管，クライストロン，高圧電源などに置
き換えて，安定度を高めたビーム入射運転を実現していく。
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図 2　2025年度マシンダウンタイム（上）とビームロスタイム（下）
の発生原因内訳

図 3　年間運転時間（棒グラフ）と故障率・停止率（折れ線グラフ）の推移
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　光源の現状
　加速器第六研究系研究主幹　帯名　崇

（2026 年 4月 15 日付け）

PF リングおよび PF-AR の第 3期運転の概要
　PFリングは 2026年 3月 10日，PF-ARは 3月 2日に第
3期の運転を終了した。大きなトラブルとして，PFリン
グでは運転開始直前に偏向電磁石電源（B電源）のモジ
ュール故障が発生したほか，4極磁石電源のトラブルも発
生した。PF-ARでは 2月 14日に入射不調が発生し，約 12
時間にわたりビーム蓄積が困難な状態が継続した。以下で
は各リングの運転状況と春期シャットダウン期間における
更新作業について詳細を述べる。

PF リング運転状況
　図１に PFリング第 3期の運転状況（ビーム電流および
ビーム寿命）のグラフを示す。
　1月 19日の週から電源の総合動作試験を開始し，1月
23日の第 2回試験中に偏向電磁石電源のチョッパーモジ
ュールが故障した。予備モジュールへの交換を業務委託お
よび職員により実施し，メーカーと情報共有・協議の上，
運転再開に問題ないと判断した。本故障は 2025年 6月に
発生した事例と同様であり，B電源では合計 8台のチョッ
パーモジュールを使用していることから，今後も同様の故
障が発生する可能性がある。メーカーからは修理不可との
見解が示されており，対応策として，専門業者による部品
取り再生や，機構内の陽子シンクロトロン（PS）で使用
されていた同型モジュールの流用などを検討している。
　1月 26日の立ち上げ中には QFD電源のダウンが発生し
た。内部モジュールの入れ替えでは復旧せず，翌日にメー
カー対応を実施した。並行して予備電源への切り替え準備
を進めていたが，実負荷接続時の調整中に予備電源でも故

障が発生した。最終的に故障モジュールを交換し，1月 28
日 4時頃に復旧，同日 9時過ぎに入射を開始した。
　立ち上げ時，ビーム蓄積中の約 30 mA付近から進行方
向の不安定性が発生し，従来の個別バンチフィードバック
パラメータでは抑制できなかった。このため低電力系のパ
ラメータを大きく変更し，1月 30日朝までに不安定性を
抑制可能な条件を確立した。ビーム不安定の成長時間は従
来と同程度であったことから，フィードバック系の減衰性
能低下が原因と推定され，ハイパワー系（アンプおよびサ
ーキュレーター）の劣化が要因と考えられる。根本対策と
して大電力系の強化が必要であり，SPring-8ブラックアウ
ト対応の観点からも重要課題である。
　ユーザー運転開始後の 1月 31日には，PFエネルギーセ
ンターの冷却水トラブルにより入射器からのビーム供給が
停止し，トップアップ入射が中断した。この間，ビーム電
流は約 180 mAまで低下したが，新たなビーム不安定の発
生は見られなかった。
　2月 4日には水平方向の軌道乱れが発生し，原因はビー
ム位置モニターの一部で使用している NIMビン電源の故
障であることが判明した。このためユーザーモードを中断
して対処を実施した。この際，BL-6のメインビームシャ
ッターが 100秒以内に閉動作せずニュートラル状態となっ
たため，手動でビームを廃棄しリング内の確認作業を行っ
た。現行の CHANNEL PERMITモードでは自動ビーム廃
棄が行われない仕様であり，安全性向上の観点から，今後
はモードに依らず廃棄する仕組みが望まれる。まずはソフ
トウェア監視による対応を行い，将来的には PLC安全系
への組み込みを予定している。

図 1　PFリングの第 3期運転状況。
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　2月 27日より 400 mA + 50 mAのハイブリッドバンチ運
転に移行し，運転終了までユーザー運転中断に至るトラブ
ルは発生しなかった。3月 9日 9時にユーザー運転を終了
し，翌日 9時までをマシンスタディ時間とした。今後もユ
ーザー運転終了後に調整時間を確保するスケジュールとす
る方針である。

PF-AR 運転状況
　図 2に第 3期のビーム電流および寿命の履歴を示す。　
2026年 2月 2日から立ち上げビーム調整を開始し，夜間
には真空焼き出し運転を実施した。2月 5日 20:30には RF
の反射インターロックによりビームダンプ。リセット後に
再入射しているが，その後も大きなトラブルはなく，テス
トビームラインの収量も安定していた。
　一方で，2月 14日 14:47 頃からビームロスが多発して
ユーザー運転が維持できない状況が約 12時間にわたって
継続した。電磁石，RF，真空に異常は見られず，この日
は日中の気温が高めだったもののトンネル内温度や RF空
洞の水温にも異常は見られなかった。積み上げ入射の際，
ある電流値で不安定になることがあり，何らかのビーム不
安定性が発生していたものと思われる。最終的に加速電圧
を 16 MVから 14 MVに下げたところ，50 mAを維持でき
たためこの状態でひとまずは運転継続とし，その後，入射
率改善を目的として 2月 20日のユーザーランからは加速
電圧を 15 MVまで上げた運転とした。2月 24日 18:43と
19:09の 2回にわたって東 RF空洞 2番で真空インターロ
ックが働きビームダンプが発生した。これは加速電圧を下
げたことによりマルチパクターを起こしやすい電力域に入
ってしまったことが原因と考えられる。対策として 2月
26日マシンスタディ時に RFエージングを実施した。その
後は運転終了まで問題は起きていない。

2025 年度の運転まとめ
　表 1に 2023年度から 2025年度までの 3年間の PFリン
グの運転統計を示す。図 3には過去 17年間の推移を示す
（2009年～ 2022年度の統計は PFNews Vol.41-1号
https://www2.kek.jp/imss/pf/pfnews/41_1/genjo.pdf を参照）。
2025年度は，近年の目安であった PF 3,600時間，PF-AR 
2,400時間のユーザー運転時間を達成している。
　PFリングの故障時間は 42.8時間，故障率は約 1.1%，平
均故障間隔（MTBF）は約 156.7時間であり，良好な水準
ではあるが，ここ数年と比較するとやや悪化している。故
障の内訳としては電磁石関係が約半数を占めており，主に
老朽化に起因する電源故障の増加が要因である。
　年間を通じて，老朽化対応が重要な課題であることが改
めて示された。今後は老朽機器の計画的な更新に加え，各
種トラブル発生時の復旧時間を最小化するための準備を進
める。超伝導ウィグラーの液体ヘリウム移送管の故障によ
る停止は，ユーザーへの影響が大きい事象であった。一方
で，クライストロンの新造が完了したことは今後の RF運
転計画にとって重要な改善要素である。
　運転面では低エミッタンス化に向けたスタディが進展し
ているほか，年度末に実施したセプタムダクト更新は，入
射効率改善および放射線レベル低減に寄与することが期待
される。ビーム安定化は SPring-8のブラックアウト対応
に向けた最重要課題と位置付けて対応を進めている。
　表 2に PF-ARの過去 3年間の運転統計数値を，図 4に
過去 17年間の運転統計をグラフにしたものを示す。令和
7年度のユーザー運転時間は 2,453時間となり，PFリング
と同様に目安を達成できている。故障時間は約 19.4時間，
故障率も 0.8%，平均故障間隔（MTBF）は約 274.7時間で
いずれも非常に良好な状態を達成できた。故障の内訳は
RFが約 75％を占めており，これは HOMケーブル発熱へ
の対処作業などである。そのほか，少ないもののチューン
補正や入射軌道の自動補正に伴うトラブルなどがあった。

図 2　 PF-ARの第 3期運転状況。
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加速器第６研究系内の人の動きについて
　濁川和幸氏が技術調整役を退任し，長橋進也氏が技術副
主幹から技術調整役に就任，内山隆司氏が技術副主幹に着
任した。
　特別教授を退職された坂中章悟氏は研究員として，シニ
アフェローを退職された高橋毅氏は研究支援員として，そ
れぞれ RFグループにおいて関連装置の保守・維持管理業

務を担当いただきます。
　また，長年にわたり光源加速器に貢献されてきた多田野
幹人氏，芳賀開一氏の両名が，定年後の再雇用期間を満了
し KEKを離れることとなった。これまでのご貢献に深く
感謝いたします。

表 1　2023~2025年度までの 3年間の PFリングの運転統計。

表 2　2023~2025年度までの 3年間の PF-ARの運転統計。

図 3　PFリング過去 17年間分の運転統計。縦軸は時間 [Hour]単位である。

図 4　PF-AR過去 17年間分の運転統計。縦軸は時間 [Hour]単位である。

年度 リング運転
時間 (h)

リング調整・
スタディ時間 (h)

ユーザー運転
時間 (h)

故障時間 (h) 平均故障間隔
(MTBF)(h)

2023(R05) 3,648 552 3,081 15.2 172.0
2024(R06) 4,440 592 3,820 27.5 192.4
2025(R07) 4,932 632 3,717 42.8 156.7

年度 リング運転
時間 (h)

リング調整・
スタディ時間 (h)

ユーザー運転
時間 (h)

故障時間 (h) 平均故障間隔
(MTBF)(h)

2023(R05) 2,760 576 2,154 30.3 136.5
2024(R06) 2,976 552 2,413 10.8 173.1
2025(R07) 3,024 552 2,453 19.4 274.7
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　放射光実験施設の現状
放射光実験施設長　五十嵐教之

（2026 年 5月 12 日付け）

開発研究多機能（R&D）ビームライン BL-11
　開発研究多機能（R&D）ビームライン BL-11について
は，前号で担当者より詳細に報告したとおり，2025年秋
に完成，共同利用を開始し，2ビーム同時利用実験への挑
戦が始まっています。現在は，残る軟Ｘ線フリーポートブ
ランチの建設準備を進めています。このブランチでは大面
積平行ビームが利用できる予定で，イメージングやコヒー
レンス利用，また強集光光学素子や直入射光学素子などの
R&Dが可能です。2026年夏の停止期間中の建設完了に向
け，準備を加速させています。こちらのブランチに興味を
お持ちの方や利用提案をお考えの方は，ぜひ担当者までご
連絡ください。一方，ビームライン担当の若林大佑准教授（4
月 1日より現職）は，長期海外派遣制度を利用し，2026
年度末までの予定でアメリカの LCLS-II（SLAC国立加速
器研究所）に滞在することになりました。期間中，BL-11
の利用には多少の制限が生じますが，皆さまのご理解とご
協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

共同利用実験旅費制度の変更について
　PF Newsや PFシンポジウム等でお伝えしているとおり，
共同利用実験のための旅費制度が今年度より大きく変更さ
れました。物構研共通の制度として運用するための詳細調
整に時間を要し，ユーザーの皆さまへのご案内が遅れまし
たことを深くお詫び申し上げます。申請受付は，支給基準
3および支給基準 2については 4月 17日と４月 22日に，
支給基準 1については 4月 30日に募集を開始いたしまし
た。それぞれの支給基準の説明など制度の詳細は以下のペ
ージをご参照ください。
https://www2.kek.jp/imss/guide/ryohi.html
　なお，支給基準 1については，7月の PF-PAC全体会議で，
候補者を決定して，物構研運営会議で採否を決定，ご連絡
する予定です。大幅な制度変更に伴い，当初はご不便や審
査等でお手数をおかけすることと存じますが，人材育成の
観点から学生や若手研究者を中心に支援を行う重要な取り
組みです。皆さまのご理解とご協力を重ねてお願い申し上
げます。

運転・共同利用関係
　2025年度の運転は，機構の支援により年間運転時間
（PF3600時間，PF-AR2400時間）を確保できました。施設
工事や加速器改造等の影響も少なく，定常のスケジュール
で運用できました。2026年度の運転に関しても，同様に
定常運転を目指します。2026年度の第 1期運転について
は，PFは運転停止期間中にセプタム真空ダクトの更新や
RFクライストロンの交換作業を実施しました。これに伴
い，真空焼き出しおよび調整作業を前倒しで進めることと

し，4月 20日から運転を開始，5月 1日にユーザー利用運
転を開始しました。PFは 6月 29日まで運転を継続し，6
月 5日から終了まではハイブリッドモード運転を行う予定
です。PF-ARは 5月 11日に運転を開始し，6月 19日まで
継続する予定です。現在は 6.5 GeVで運転していますが，
6月 4日以降は 5 GeVでの運転を予定しています。第 2期
の運転スケジュールは現在検討中ですが，PFは 10月初旬
から，PF-ARは 10月下旬からの開始を目指しています。
　PF-PAC全体会議が 3月 19日にハイブリッド方式で開
催され，放射光実験施設報告や P型課題報告，ユーザー
グループ運営ステーション評価委員会の報告等が行われま
した。また，量子ビームサイエンスフェスタでの評価対象
課題の進捗状況評価，「結晶準備状況一覧」ファイルの改訂，
共同利用実験旅費の審査方法などが審議されたほか，次期
施設計画である量子マルチビーム施設（MB-LINQ）計画
についても協議されました。詳細は本誌記事をご参照くだ
さい。

人事異動
　最後に，放射光実験施設の人事異動を報告します。

■昇任・着任・就任
　3月 1日付で，運営部門の佐藤友子さんが任期制の特別
准教授から定年制の准教授に移行しました。引き続き戦略
的広報を担当されます。また前述のとおり，基盤技術部門・
光学系チームの若林大佑さんが 4月１日付で准教授に昇任
されました。筑波大学で学位を取得したのちインドネシア
大学で働いていた Oktariza, Lingga Ghufiraさんが測定装置
部門・光電子分光グループの特別助教として着任しました。
山口大学大学院博士課程を修了した原田一輝さんが技術員
として着任し，基盤技術部門の光学系・制御系チームにて
活動を開始しています。また同日付で，松垣直宏さんが測
定装置部門長に就任し，菊地貴司さんが先任技師に，田中
宏和さんが専門技師に，それぞれ昇任しました。現場のま
とめ役や，各グループ・ビームライン群を牽引する役割が
期待されています。

■転出・定年・その他
　一方，3月 31日付で，時間分解チームの熊木文俊さん
が慶應義塾大学へ転出されました。引き続き放射光利用研
究に従事されます。同日付で間瀬一彦教授と杉山弘助教が
定年を迎えられましたが，今後はそれぞれ特別教授および
シニアフェローとして勤務されます。4月 1日付でシニア
フェローの金子直勝さんが安全衛生推進室（つくば）へ異
動されました。皆様の今後のご活躍をお祈り申し上げます。
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　放射光科学第一，第二研究系は，放射光をはじめとする
量子ビームを駆使して，先端的な物質・生命研究を行うこ
とを主なミッションとしています。確立された実験手法を
利用するだけではなく，研究のために必要な新しい実験手
法の開発も行うことで，PFならではの研究を展開してい
ます。したがって，言うまでもないことですが，研究系の
メンバーは単にユーザーとして PFや SPF，MLFといった
施設のビームラインを利用して研究を行っているわけでは
ありません。いくつかのビームラインを担当者として運営
していますし，放射光実験施設のメンバーが担当するビー
ムラインでも，必要に応じて一緒に実験手法の開発等を行
っています。今回は，主に放射光科学第一研究系における
ビームラインの活用について紹介します。
　2019年４月に物構研つくばキャンパスの組織が改編さ
れ，従来の研究系に加えて放射光実験施設と低速陽電子実
験施設が設置されました。研究系は，直接的にはビームラ
インとは対応していませんが，利用する実験手法の観点か
ら，表面科学研究部門は VUV・軟Ｘ線ビームライン群（第
1分科），固体物理学研究部門はＸ線回折・散乱ビームラ
イン群（第 2分科）と深く関係しています。組織改編の時
点で，第 1分科のビームライン 12本（SPFを除く）のう
ちの 5本，第 2分科のビームライン 10本のうちの 8本を，
研究系のメンバーが担当していました。その後，放射光実
験施設の人事が進み，新たに着任したメンバーが担当する
ビームラインが増えた結果，現在では第 1分科，第 2分科
のうちそれぞれ 2本を研究系のメンバーが担当していま
す。なお，ビームラインの再構築により，第 1分科のビー
ムラインは 10本になっています。また，放射光科学第二
研究系（材料科学研究部門，構造生物学研究部門）のメン
バーが担当しているビームラインは，第 3，第 4，第 6分
科それぞれにおいて，4本，2本，1本となっています。
　一例として，表面科学研究部門では，BL-7A（偏向電磁
石光源）と BL-16A（挿入光源）を担当しています。BL-
16Aは，PFの中でも最も競争率の高いビームラインの一
つで，複数のポートを活かして多くの実験装置を入れ替え
で設置し，新しい実験手法の開発を含めた特色ある研究が
展開されています（有効課題数は約 40件）。常設の装置
は，最大磁場 5 Tの超伝導電磁石と最大磁場 1.2 Tの常伝
導電磁石を用いたＸ線磁気円二色性（XMCD）装置 2台で，
10件程度の実験課題が実施されています。フリーポート
は大まかには 2か所ありますが，それぞれ上流，下流で
使い分ける場合もあり，全体として 10台程度の実験装置
に利用されています。これらのうち，深さ分解軟Ｘ線吸収
分光装置と波長分散型軟Ｘ線吸収分光装置は，表面科学研
究部門として開発・運用しているもので，自らの研究に活

用するとともに共同利用も行っています。また，共鳴軟Ｘ
線散乱装置は，固体物理学研究部門のメンバーが中心にな
って運営し，研究および共同利用を展開しています。一方
BL-7Aは，常設の常伝導電磁石 XMCD装置（東京大学所有）
の下流にフリーポートがあり，ビームラインのメインの装
置として表面科学研究部門が管理し，研究・共同利用に活
用している軟Ｘ線吸収分光装置（電子収量，蛍光収量，深
さ分解の同時測定が可能）の他に，放射光実験施設のメン
バーやユーザーが管理する 5台程度の実験装置が入れ替え
で利用されています。BL-7Aは偏向電磁石光源ですので，
ここで萌芽的な開発・研究を行った上で BL-16A等で本格
的に展開するといった使い方もしています。
　このような開発的な研究を展開するにあたり，ビームラ
インを担当しているということには大きなメリットがあり
ます。多くの装置群を，どのポートに設置し，どのタイミ
ングで事前準備や実験を実施するか，実験がうまくいかな
かった時にどうバックアップするか，といったきめ細かな
対応が行えることで，開発・研究の効率が大きく向上しま
す。もちろん，多くのユーザーの希望や日程的な都合等を
考慮してこれらをアレンジするには多大な労力を要します
が，それを補って余りあるメリットだと感じています。ま
た，多くのユーザーと接する中で，新たな研究展開へのヒ
ントが得られることもあります。今後も，研究系と実験施
設で協力・分担しながら，ビームライン群を活用して PF
ならではの開発・研究を進めていきたいと考えています。

人事異動
　新年度を迎えるにあたって，今年も多くの人事異動があ
りました。その中から，放射光科学第一，第二研究系に関
連するものを紹介します。昨年度末をもって，材料科学研
究部門の部門長・教授の木村正雄さんと，構造生物学研究
部門の准教授の加藤龍一さんが定年を迎えました。長年に
わたる多大な貢献に感謝するとともに，今後のご活躍をお
祈りします（それぞれ特別教授，特別准教授として引き続
き物構研に在籍されます）。4/1に，材料科学研究部門の部
門長・教授として為則雄祐さんが着任されました。新領域
開拓室では，東京大学とのクロスアポイントメントによる
特別教授（物構研が 20%）として，板谷治郎さんと益田
隆嗣さんが着任されるとともに，特任教授として篠原武尚
さんが着任されました。一方で，材料科学研究部門の研究
員の Kim, Youngminさん，CIQuSの博士研究員の安部美季
さん，新領域開拓室の特任専任 URAの藤井恵美さんが転
出されました。また，大阪大学の小野寛太さんは，クロス
アポイントメント（物構研では新領域開拓室の特別教授）
が終了となりました。新任の方，転出された方ともに，今
後の益々の活躍を期待しています。

　放射光科学第一，第二研究系の現状
放射光科学第一研究系研究主幹　雨宮健太

（2026 年 4月 20 日付け）
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はじめに
　低速陽電子実験施設（Slow Positron Facility，SPF）では，
専用の Sバンドリニアックで加速された電子ビーム（エ
ネルギー約 50 MeV，加速電子パワー約 900 W）によって
高強度低速陽電子ビームを生成し共同利用実験に供給して
いる。共同利用実験では，全反射高速陽電子回折（TRHEPD，
トレプト），低速陽電子回折（LEPD，レプト），低速陽電
子汎用実験（現在はポジトロニウム（Ps）のレーザー冷却
を実施中），ポジトロニウム飛行時間（Ps-TOF）測定の 4
つの実験ステーションが利用されている。TRHEPDは電
子による反射高速電子回折（RHEED）の陽電子版，LEPD
は低速電子回折（LEED）の陽電子版である。なお「低
速陽電子」とは，負の陽電子仕事関数をもつ物質を利用
してエネルギーを単色化した陽電子を指す呼称である。
TRHEPDでも低速陽電子ビームを加速して用いるが，こ
の実験手法の呼称については，歴史が長い RHEEDと名称
を揃えて「高速」陽電子回折と呼ばれる。さらに「全」反
射が追加されているのは，電子にはない全反射が陽電子に
は起きるためである。
　専用リニアックの管理・運転は，加速器研究施設第 5研
究系によってなされ，低速陽電子生成部から下流側の管理・
運転は物構研 SPFと PFが行っている。共同利用は放射光
共同利用実験の一環として実施されており，2025年度の
共同利用実施課題数は 22課題，有効課題の実ユーザー数
は 49名，ユーザー実験の配分時間は 4,024時間であった。
なお，SPFでは，ビームタイム毎のタイムシェア方式で共
同利用実験に供している（ビームを同時に複数の実験ステ
ーションに供給することはできない）。

ビームラインの状況
　2025年度第 1期には、立ち上げ作業中の 4月 23日に低
速陽電子専用リニアックの熱電子銃カソードのヒーター電
流が流れないトラブルが発生した。原因はカソード内部の
接触不良と判断され，加速器研究施設の迅速な対応により，
カソード交換，ベーキング，シールド復旧および再立ち上
げ作業が実施された。その後，2025年度第 1期のユーザ
ー運転を開始することができた。
　真空インターロック関連では，2024年度第 3期末
の 3月 20日に SPF-B1，2025年度第 1期の 5月 23日に
SPF-A4において，真空ゲージ信号の不具合によりゲート
バルブが開かなくなるトラブルが発生した。SPF-B1では
真空ログ用に新規設置したモジュールの配線のピン抜け，
SPF-A4ではゲージコントローラの老朽化が原因であった。
いずれも PFインターロックグループの迅速な対応により
復旧し，共同利用実験への大きな影響はなかった。
　低速陽電子生成ターゲット部の電位条件に依存したわず

かなビーム強度変動が確認されたが，原因の特定には至っ
ていない。2025年度は，この変動が実験遂行上大きな問
題とならない実験条件での共同利用実験が実施された。今
後，変動の影響を受ける可能性のある実験の立ち上げ時に，
あらためて調査を行うこととした。
　SPFの低速陽電子ビームラインでは，低速陽電子生成タ
ーゲット部に高電圧を印加し，それで決まるエネルギーの
陽電子を接地電位のビームラインに引き出して輸送してい
る。この方式では，実験ステーション側を接地電位に保っ
たまま，実験に必要なエネルギーの陽電子ビームを利用で
きる。しかし，リニアックからの電子ビーム入射時に，タ
ーゲット部に一時的な電位変動が生じ得る。この電位変動
は陽電子ビームの輸送エネルギーに影響するため，その低
減を目的として，ターゲット部には大容量キャパシタを接
続している。2025年度には，運転中の高放射線環境下で
の長期使用を考慮し，従来の高電圧用フィルム／フォイル
キャパシタから高電圧セラミックキャパシタへの交換を行
った。従来のキャパシタは劣化により毎年の交換が必要だ
った。新たに導入したセラミックキャパシタ・ユニットは
2024年度から開発を進めてきたものであり，2025年度に
はユニットの設置およびターゲット部への配線作業を実施
した。
　低速陽電子生成ターゲット部付近のビーム軌道調整用ス
テアリングコイルに接続する，電源電圧が最大 10Vの電
気配線において，運転中の放射線被曝による絶縁被覆の劣
化により導体が接地電位部と接触し，ステアリングコイル
に電流を流せなくなるトラブルが発生した。2025年度第 1
期の運転は，当該ステアリングコイルを使用せず継続した。
2025年度夏の停止期間にターゲット部のシールドを開放
し，劣化箇所の確認と対策を行った。劣化箇所は特定でき
たものの，周辺の作業空間が狭く，ケーブル交換は別の不
具合を引き起こす可能性があった。このため，既設ケーブ
ルの外側をガラス繊維スリーブチューブで覆う保護処置を
施し，ステアリングコイルへの通電を復旧した。
　1Fのクライストロンギャラリー実験室のステーション
では，新たに設置した電源レールから電源を供給している
一部の海外製測定器において，動作安定性に問題があるこ
とが確認された。調査の結果，当該海外製測定器は入力電
圧許容範囲の下限値が高く，単相 100 V系の供給電圧が低
下した際に動作が不安定になる場合があることが判明し
た。使用している単相 100 V系の配線は安全上および仕様
上の問題はなかったが，当該海外製測定器の動作条件に合
わせて電圧降下を抑えるため，より太いケーブルに交換し
て敷設した。これにより測定器の安定運用が可能となった。

　低速陽電子実験施設の現状
低速陽電子実験施設　和田　健

（2026 年 5月 14 日付け）
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実験ステーションの状況
　SPF-A4では，金属表面を対象とした低速陽電子回折
（LEPD）による構造解析の検証を進めた。LEPDの解析に
は，LEED用に開発された多重散乱回折計算コードを陽電
子入射に対応させたものを用いている。陽電子の場合，電
子と電荷の符号が異なることに加えて，入射粒子と結晶中
電子との交換項が存在しない。そのため，直接項とハート
リー項からなる単純なマフィン・ティン型クーロンポテン
シャルを用いた計算を出発点とした。この計算でも LEED
による解析を上回る水準の実験 I-V曲線と計算 I-V曲線の
高い一致が得られていたが，2025年度には陽電子と物質
中の電子とのエネルギー依存相関項を導入し，さらなる高
精度計算が可能となった。また，6種類の金属基板表面に
ついて LEPD実験データを取得し，いずれも実験と計算の
高い一致を確認している。解析コードの整備は最終段階に
あるが，実験データの不確かさを考慮した解析など，論文
執筆に向けた慎重な確認を進めている。
　1Fクライストロンギャラリー実験室南側では，レーザ
ーブースとしての本格的な運用が開始された。同レーザー
ブース内の SPF-B1では，Psの 3次元冷却実験に向けた実
験ステーションの全面刷新が完了し，実験が開始された。
また，SPF-B2におけるポジトロニウム飛行時間（Ps-TOF）
測定でも，レーザーを用いた新たな観測方法の試行が開始
された。
　SPF-A3における全反射高速陽電子回折（TRHEPD）実
験も，引き続き順調に実施されている。

人事異動
　物構研の協力研究員として長年ご協力いただいてきた兵
頭俊夫先生（東京大学名誉教授），一宮彪彦先生（名古屋大
学名誉教授），水野清義先生（九州大学名誉教授）は，KEK
における規則変更に伴い，2025年度末をもって協力研究員
としての活動を終了されることとなった。なお，兵頭俊夫
先生については，低速陽電子実験施設の寄付金を財源とし
て新たに研究員として雇用され，また，ご自身の科研費課
題の研究期間を延長して研究を継続されることとなった。
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１．はじめに
　高分子の合成は，縮合重合やラジカル重合，そしてイオ
ン重合などがある。汎用プラスチックであるポリプロピレ
ンなどは，チタン系触媒を用いた配位アニオン重合で反応
が行われる。また，発泡スチロールのようなポリスチレン
は，主としてラジカル重合によって合成される。いずれも，
主鎖は単結合からなる非共役系高分子である。一方で，分
子量を大きくしたり，分子量分布のそろったポリマーを合
成する方法としてリビング重合がある。この方法では末端
が常に活性を保持しているため，末端に別のモノマーを導
入して連続的に重合させることができる。その結果，ブロ
ック共重合体の合成も可能である。
　通常の重合反応では，理想的には連鎖反応が継続して高
分子は無限に生長反応するはずであるが，実際には生長末
端が活性化し続けることは困難であり，反応性が低下する
ためある程度の分子量に達すると停止反応が起こる。一方，
リビング重合では生長末端が永続的に活性を保持している
ため，分子量や分子長を制御することが可能である。この
ことから，リビング重合は現在，高分子科学の分野で最も
注目されている合成手法の一つとなっている。
　一方で，我々は導電性ポリマーの合成にも取り組んでき
た。導電性ポリマーの基本骨格は，単結合と二重結合，あ
るいは単結合と芳香環が交互に並ぶ共役系構造からなる。
これに，ヨウ素等のアクセプターをドーピングするとキャ
リアが発生し，電気伝導性を示す。このキャリアは半導体
におけるホールに類似しているが，電荷とラジカルがセッ
トになって主鎖間を移動するポーラロンと呼ばれるもので

液晶中での不斉リビング重合と新液晶相ポリマーツイストベンドネマチック相の発見

興梠紗英 1，熊井玲児 2，後藤博正 1,*

1筑波大学数理物質系，2高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所
*責任著者　研究総括 

Asymmetric Living Polymerization in Liquid Crystals and Discovery of a New Liquid
 Crystal Phase: Polymer Twist-Bend Nematic Phase

Sae KOHROKI1, Reiji KUMAI2, Hiromasa GOTO1

1Department of Materials Science, Faculty of Pure and Applied Sciences, University of Tsukuba
2Institute of Materials Structure Science, High Energy Accelerator Research Organization

　　最近の研究から         

Abstract
　光学活性をもつコレステリック液晶中で，ポリイソシアニドのリビング重合を行った。これにより 1)液晶中でのリビ
ング重合が世界で初めて行われた。2)ポリイソシアニド構造中には分子の立体中心がないにもかかわらず，液晶の構造転
写による片巻きらせん構造を形成し，光学活性を示した。3)得られたポリイソシアニドは，近年低分子で見出された「ツ
イストベンドネマチック液晶相」を示した。この液晶相は高分子では未報告であった。得られたポリマーの構造解析を
BL-8Bにおける放射光 XRDにより行い，この液晶相の形成を確認した。

ある。このポーラロンは，ソリトン的な挙動を示すことが
理論的に提唱されている。我々は，現在液晶中で導電性高
分子を合成している [1]。この方法により，液晶の結晶的
集合体構造を転写した高分子材料を作製し，その液晶由来
の光学活性を確認している。この系では，分子構造内に不
斉炭素が存在しないにもかかわらず光学活性を示す。これ
は，液晶のらせん構造が転写され一方向にらせんが形成さ
れるためであり，このような高分子をアトロプ異性体と呼
ぶ。
　また，天然においてはタマムシやカナブン，ゴミムシな
どの鞘翅は，光の選択反射をもつヘリカル構造と層状構造
からなり，構造色を示す (Fig. 1a)。すでに，昆虫のもつ液
晶構造をフォトンファクトリー BL-8Bにおける放射光回
折実験により確認している。さらにこの研究に派生し，顕
微鏡が発明されて以来約 430年にわたり報告されてこなか
った昆虫の羽内部に十字型の偏光構造が存在しているこ
とを見出した。この構造は，液晶中で合成した導電性高
分子にも観測された [2]。Figure 1bに特徴的なフィンガー
プリント構造を示すコレステリック液晶電解液の偏光顕
微鏡写真を示す。この液晶電解液中でエチレンジオキシ
チオフェン (EDOT)の三量体である 3EDOTを電解重合す
ると，そのフィンガープリント構造を転写したポリマー
poly(3EDOT)が得られる (Fig. 1c)。Figures 1b,cに分子式を
示す。このように，液晶中での高分子合成反応では液晶の
反応環境の転写が行われる。この液晶構造を転写したポリ
マーは，タマムシのように虹色の選択反射を示す。
　そして最近，原点に立ち戻った研究も行っている。具体
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Figure 2	 High-voltage treatment of polyacetylene using a Tesla coil. (a) 
Potential applied from the Tesla coil and discharge from the 
polyacetylene surface. (b) Enlarged view of (a). Inset shows 
polymerization of styrene using soliton radicals generated in 
polyacetylene by electric spark discharge.

解析した。当該研究は，高分子化学と物性物理の融合によ
り実現されたものである。
　これは，液晶中で導電性高分子を合成した経験を背景と
している。液晶中でポリイソシアニドを合成した結果，液
晶の右巻きあるいは左巻きの一方向のらせん方向を選択的
に転写し，片巻構造に制御されたらせん高分子ポリイソシ
アニドの合成に成功した。このことは，キラル触媒あるい
はキラル置換基を導入することなく，反応場という外部環
境のみで光学活性なヘリカルポリマーを合成できることを
示している。次の段階として，この合成をリビング重合で
行うことを検討した。しかし，液晶温度の制御，反応中の
攪拌速度の最適化，触媒の選択など課題が山積みであった。
これらを克服し，最適条件を見出した結果，液晶中におけ
る光学活性ヘリカルポリイソシアニドのリビング重合に成
功した。ここで特筆すべき点は，液晶中で不斉重合を実現
したこと，さらに液晶中でリビング重合を達成したことの
二点である。いずれも，高分子合成の分野においては極め
て新規性の高い成果である。さらに，得られた試料を顕微
鏡で観察したところ，近年低分子液晶で発見され，液晶科
学の分野で話題となっている「ツイストベンドネマチック
相」を示すことを発見した。ツイストベンドネマチック相
とは，直線的なネマチック分子配向が長軸方向にわずかに
曲がりながら一つの大きなバンドル構造を形成する液晶相
である。それはあたかも，魚の群れが細い小川の中を集団
でばね状のらせんを描きながら進む様子に似ている。初め
てこの光学模様を観察した際，これまで見たことのないロ

的には，無置換の共役系高分子の合成 [3]やポリアセチレ
ンへの再検討を開始した。ポリアセチレンのキャリアであ
るソリトンは通常，ドーピングを行わなければ発生しない
とされている。この点に疑問を抱き，テスラコイルを用
いた高電場印加によるラジカル発生手法を見出した（Figs. 
2a,b）。
　これを電子スピン共鳴（ESR）測定で確認したところ，
高濃度のラジカルが発生していることが分かった。さら
に，これをラジカル重合開始剤として用いるとともに，ニ
トロキシルラジカルを用いたリビング重合法を適用する
ことで，ポリスチレンの合成を行った。この手法を便宜的
に，ソリトンラジカル重合と命名している。ポリアセチレ
ンの高電場処理により生じたソリトンラジカルを開始剤
に用いたスチレンの重合スキームを Fig. 2b (inset)に示す。
このように，導電性高分子の研究から始まり，汎用高分子
にも関心を広げると同時に，再び導電性高分子 -共役系高
分子の研究へと立ち戻っている。
　ここで，特に興味深いのがポリイソシアニドである。
ポリイソシアニドは，Cと Nの結合が鋭い角度で連結し
ながら回転する構造をもつ σ共役系高分子に分類される。
この構造上の回転は，通常の反応条件下では右巻き・左巻
きを選択的に作り分けることはできない。実際にこれを合
成した場合，自発的にらせん構造を形成する。この現象は，
理論的にはコーネル大学の R. Hoffmann [4] らによって提
唱され，名古屋大学の前田，八島ら [5]や大阪大学の鬼塚
[6]らによって合成研究が行われてきた。また，米国のM. 
M. Green [7]やオランダの R. Nolte [8]らは，ポリイソシア
ニドを用いた機能性高分子やそのキラリティについて報
告している。一方で，我々は，液晶科学と重合反応を組み
合わせた新手法で液晶中不斉高分子合成を開発し，得られ
た構造を高分子化学の分野ではあまり使われてこなかっ
た放射光Ｘ線回折（XRD）という抽象的な手法を用いて

Figure 1	 (a) A jewel beetle having cholesteric liquid crystal structure 
in the elytron. (b) Cholesteric liquid crystal electrolyte 
solution containing a monomer (3EDOT, tr imer of 
3,4-ethylenedioxythiophene). (c) Poly(3EDOT) prepared 
by electrochemical polymerization in the cholesteric liquid 
crystal. The chemical structures and synthetic scheme are 
shown in Figs. 1b,c.
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ープ状構造に驚き，詳細な解析を行った。この構造は，液
晶分野において最も新しく，かつ希少な相の一つである。
また，アトロプ異性体からなる分子でツイストベンドネマ
チック相が確認された例はこれまでにない。さらに，高分
子でこのような特異な液晶相を示した報告は我々が初めて
である。この微細構造を，放射光 XRDにより解析し，ツ
イストベンドネマチック相であることを確認した。本報告
では，この相を示すポリイソシアニドの合成方法およびそ
の光学的構造 (Fig. 3)について報告する。

２．実験
【合成】
　合成は Scheme 1に示すように，イソシアニドの炭素―
窒素三重結合に対するカルボアニオンの開環重合によって
行った。この時，ニッケル錯体とホスフィン配位子を用い
ることでリビング重合が進行することが報告されている。
しかし，当初は液晶中でリビング重合が可能であるかにつ
いては確信がもてなかった。キラルな液晶場を形成するた
め，一般に液晶ディスプレイに用いられるペンチルシアノ
ビフェニル（5CB）にキラル分子を少量添加した。このキ
ラルドーピング処理により，液晶はヘリカル構造をもつキ
ラルネマチック相へと変化した。この場合，キラルネマチ
ック相へと構造は変化するものの，相転移が起こるわけで
はない。キラルネマチック相は緩やかなねじれ構造をもつ
が，基本的にはネマチック相と同様に層状構造は形成しな
い。しかし，化学反応に必要な攪拌を激しく行うと力学的
な脆さによりらせん構造は崩れ，元のネマチック相，ある
いは液晶構造をもたない等方相へと変化してしまう。そこ
で，この攪拌速度を最小限に抑え，一分間に 10回転以下
にすることで液晶相を維持しながら反応を進行できること
が分かった。反応は室温で行った。キラルネマチック液晶
中の反応溶液は，光学的な選択反射から虹色に輝き，反応
終了後においてもその輝きは維持された。反応終了後，大
過剰のメタノールで洗浄すると，液晶成分はすべてメタノ
ールに溶解した。一方で，得られた光学活性ポリイソシア

ニドは沈殿として析出したため，濾別により回収し，その
後真空乾燥して粉末状のポリイソシアニドを得た。

３．結果
【分子量測定】
　ゲル浸透クロマトグラフィ（GPC）を用いて，得られた
ポリイソシアニドの分子量測定を行った。反応の進行中，
一定の時間間隔で反応溶液を回収し，それぞれの分子量お
よび分子量分布を GPCにより測定した。分子量分布は約
１付近で一定に保たれたまま反応が進行することが確認さ
れた。これらの結果は，典型的なリビング重合の特徴を示
すものである。液晶中でこの重合反応の進行を追跡した例
はこれまでに報告例がない。リビング重合ではモノマーの
添加量の増加に伴い分子量 (Mn)が直線的に増加する。ま
た，分散度（Mw/Mn, Mw: 重量平均分子量 , Mn: 数平均分子量）
は高分子の生長過程において一定に保たれる [9]。

【赤外線吸収スペクトル】
　赤外線吸収スペクトルにおいては，モノマーではイソシ
アニド基の三重結合（C≡ N）に由来する吸収が確認され
た一方，重合後にはこの C≡ N吸収は消失していた。こ
れは重合により三重結合が開裂し，炭素部位で単結合が連
続的に伸びた主鎖構造が形成されたためである。すなわち，
重合によってポリマーが生成し，化学構造が変化したことが
分かった。

【光学活性】
　得られたポリイソシアニドには光学活性な置換基は含ま
れていない。一方，主鎖がらせん構造を形成しているため，
光学活性を示すことが期待される。Fig. 4に円偏光二色性
（CD）スペクトルを示す。右巻き液晶および左巻き液晶を
それぞれ用いた場合，液晶のヘリカル方向と同方向のらせ
ん構造が形成されていることが CDスペクトルにより明ら
かとなった。具体的には，長波長側から短波長側に向けて
信号が +から –へ変化する場合は右巻き，反対に –から +

Scheme 1	Synthesis of polyisocyanides via living polymerization in a 
liquid crystal. The background is the cholesteric liquid crystal 
solvent in which the polymerization reaction occurs.

Figure 3	 Polarized optical microscopy image of a polyisocyanide 
obtained by liquid crystal-induced asymmetric polymerization.
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へ変化する場合は左巻きであることを示している。また，
このような分裂型のスペクトルはダビドフ分裂と呼ばれ，
発色団がねじれた配置をとった場合に現れる特徴的なスペ
クトルである。以上の結果から，液晶のらせん構造が重合
反応時にポリマーの主鎖へ転写され，アトロプ異性に由来
するらせん高分子が形成されることで光学活性が発現した
と考えられる。これにより，リビング重合に加え，液晶中
での不斉重合に成功したことを確認した。

【液晶性】
　得られた試料をテトラヒドロフランやジクロロメタンに
溶解し，これをガラス基板上で徐々に溶媒を蒸発させてポ
リマーフィルムを作製した。この時，ポリマーは溶媒中で
は完全に溶解しているが，溶媒の蒸発に伴い濃度が上昇す
ると自発的に会合状態を形成し，液晶となる。このような
リオトロピック液晶性は，本ポリマーでは完全に溶媒が蒸
発した後もその配向構造を維持することが確認された。こ
れは低分子液晶には見られない特徴である。このようにし
て得た試料を偏光顕微鏡を用いて観察したところ，Fig. 5a
に示すように，細長く伸びた液晶ドメインが観察され，そ
の内部には一定間隔で斜めの縞模様が確認された。この
光学構造は，近年発見されたツイストベンドネマチック
相に特徴的なものである。さらに，BL-8Bにおける放射
光 XRD測定により，液晶特有の回折ピークが観測された。
ポリマーにおいてツイストベンドネマチック相が確認され
た報告は，本研究が世界初である。偏光顕微鏡を用いる
と，磁場配向や基板のラビング処理による様々な光学模様
が観察される。配向処理を行った場合，ツイストベンドネ
マチック相のドメインが一列に並んだロープ状組織が観察
された。一方，ドメインがランダムに配向した場合，ツイ
ストベンドネマチック相が波を打つような構造が見られた
(Fig. 5b)。この構造は液晶の分野において例がなく，極め
て新規性の高い光学構造である。

4.　結論
　液晶中で不斉重合を行うことで，光学活性基をもたない
モノマーから光学活性を示すヘリカルポリイソシアニドを
得ることに成功した。本成果は，かつて Hoffmannらが理
論的に提唱したポリイソシアニドのヘリカル構造形成に加
え，らせん方向制御によるキラリティ発現を実証するもの
である。さらに，リビング重合を液晶中で行うことにも成
功し，得られたポリマーがツイストベンドネマチック相を
示すことを発見した。最終的な構造決定は，BL-8Bにお
ける放射光 XRD測定によって行った。本研究は，導電性
ポリマーの開発から始まり，汎用プラスチックの合成，液
晶材料の開発，さらには液晶場を用いた不斉重合へと展開
してきた研究の集大成と位置付けられる。そして新しい液
晶相を示すヘリカルポリマーの合成を実現した。生体内で
はアミノ酸を材料として酵素がタンパク質を生合成する 
(Fig. 6)。これが集合してサブユニットを作る。本方法では
触媒を含む液晶中でのリビング重合 (Fig.7(1))により，ヘ
リカルなポリイソシアニドが合成される (Fig. 7(2))。これ
がキラルな集合体を作り，ツイストベンドネマチック相を
形成する (Fig. 7(3))。そして光学顕微鏡下でロープ状の液
晶組織として観察される (Fig. 7(4))。
　研究開始当初は，得られたポリマーが液晶性を示すこと
は期待していなかった。また，光学構造を観察した結果，
今まで観察してきた液晶のいずれのタイプにも属さなかっ
たので液晶ではないとあきらめたが，S-XRD測定により
サンプルが液晶性をもつことが確認され，ツイストベンド

Figure 4	 Optical absorption spectrum (top) and circular dichroism (CD) 
spectrum (bottom) of a polyisocyanide obtained by living 
polymerization in a liquid crystal medium.

Figure 5	 Polarized optical microscopy images of the polyisocyanide 
prepared in a cholesteric liquid crystal. (a) Oriented sample. 

	 (b) Random domain sample.
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ネマチック相であることが判明した。
　液晶の核となる液晶性置換基（メソゲン）をもたず，そ
して不斉炭素もない本高分子が新型の液晶を示し，光学回
転および円偏光二色性を示した。さらに低分子にない液晶
の形態を維持したまま固化してフィルムになる機能をもつ
などの多くの新規現象を見出した。今後さらに研究を進め，
柔軟な電気・光学活性固体素子への開発につなげていきた
い。
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Figure 6	 Biosynthesis by enzyme in ribosome for production 
of proteins from amino acid.

Figure 7	 (1) Living polymerization in liquid crystal. (2) Production of polyisocyanides. (3) Chiral aggregation. (4) Liquid crystal 
aggregation forming twist bend nematic phase, observed by polarized optical microscopy.
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ストップウオッチで時間を測りながらテスラコイルを用いたポ
リアセチレンの高周波・高電圧処理（左下）を行っている様子。
画像中の緑の光は照明用緑色発光ダイオードのライトから。

著者紹介
興梠紗英　Sae KOHROKI

筑波大学大学院 理工情報生命学術院 数理物質科学研究群 
応用理工学学位プログラム 物性・分子工学サブプログラ
ム博士課程前期 1年次在籍
〒 305-8573
茨城県つくば市天王台 1-1-1 筑波大学物質工学域後藤研究室
e-mail: s2520362@u.tsukuba.ac.jp
略歴：2024年筑波大学応用理工学類卒業，2024年筑波大
学大学院物性・分子工学サブプログラム入学より現在に
至る。
2024年に筑波大学応用理工学類長賞受賞
最近の研究：導電性高分子ポリアニリンの合成
趣味：編み物

熊井玲児　Reiji KUMAI
高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 放射光
第一研究系 教授
〒 305-0801 茨城県つくば市大穂 1-1
e-mail: reiji.kumai@kek.jp
略歴 : 1995 年 東京大学大学院総合文化研究科博士課程修
了，工業技術院産業技術融合領域研究所主任研究官，産業
技術総合研究所研究員，同 主任研究員を経て，2011年 高
エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所教授，現
在に至る。博士（理学）。
最近の研究 : 凝縮系固体における構造物性研究

後藤博正　Hiromasa GOTO
筑波大学数理物質系物質工学域（教員組織），筑波大学大
学院 理工情報生命学術院 数理物質科学研究群 応用理工学
学位プログラム 物性・分子工学サブプログラム（大学院），
筑波大学理工学群応用理工学類（大学）准教授。
〒 305-8573
茨城県つくば市天王台 1-1-1筑波大学物質工学域
e-mail: gotoh@ims.tsukuba.ac.jp
略歴：白川英樹名誉教授（2000年ノーベル化学賞受賞）
門下にて 1996年度筑波大学大学院工学研究科物質工学専
攻修了，1997年～筑波大学物質工学系助手，その間 1999

年～文部省在外研究員でフロリダ大学化学科（J. R. レイ
ノルズ研究室 , 現ジョージア工科大）に留学の後，同専任
講師～組織名改編を経て現在に至る。2006年～ PI. 白川研
を継承。
最近の研究：液晶と導電性高分子
茶道 : （裏千家小習許状 : 千 玄室 大宗匠），教育用やさし
いラジオの製作の面白実験教室。



- 17 - 最近の研究からPF NEWS Vol. 44 No. 1  MAY, 2026

１．はじめに
　Ｘ線コンピュータ断層撮影（X-ray Computed Tomography, 
Ｘ線 CT）は，物質内部の三次元構造を非破壊で可視化す
る技術として，医療診断から材料科学，地球科学に至るま
で幅広い分野で利用されている。最近では，従来の医療用
Ｘ線 CTでは不可能であった高空間分解能観察や，超高速
な四次元（三次元＋時間）Ｘ線 CTなどが可能となり，Ｘ
線 CT技術は新たな研究領域を切り開いている。また，密
度差の極めて小さい物質の識別が可能な超高感度な非破壊
三次元画像計測法として，Ｘ線がサンプルを透過する際に
生じた位相を画像化する位相コントラストイメージング
（PCXI）によるサンプル内部の密度分布解析が実現されて
いる。特に結晶Ｘ線干渉計を用いた結晶干渉法では密度分
解能はサブ mg/cm3に達し，バイオメディカルや南極氷床
氷中に含まれるエアハイドレートの三次元可視化観察，リ
チウムイオンバッテリーのオペランド観察など，オンリー
ワン計測が行われている [1]。Photon Factory（PF）BL-14
に設置されている世界で唯一の縦型ウィグラー（縦発散の
放射光）を利用することで，初めて実用的な撮像を実現で
きている。
　我々は，放射光Ｘ線 CTによるガスハイドレートの構造
解析に取り組んできた。ガスハイドレートは，水分子が形
成する水素結合ネットワークのケージ構造にメタン（CH4）
や二酸化炭素などの分子がゲストとして取り込まれるホス
ト‐ゲスト化合物である（Fig.1）。CH4をゲストとするガ
スハイドレートの CH4ハイドレートは，新たなエネルギ
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Abstract
　軽元素から成る多相材料では，Ｘ線吸収係数が小さいうえにそれらの差が小さいため，吸収コントラストＸ線 CTでは
識別が困難である。本研究は，放射光Ｘ線を用いた位相コントラストＸ線 CT計測の応用展開として，マイクロＸ線 CT
も併用したマルチスケール観察を実施した。氷点下温度において，天然メタンハイドレートの mm～ μmスケールでのミ
クロ観察に成功した。氷との分離や界面の微細気泡層，堆積物との配置などの高精度な可視化の実現は，軽元素系材料の
非破壊解析の新たな基盤技術となるであろう。

ー資源としての期待に加え，海洋メタン循環に深く関与す
る物質である。その生成・分解機構を微視的レベルで理解
することは，資源開発や環境評価において重要な研究課
題である。しかし，CH4ハイドレートは大気圧下では極低
温に保持しないと分解するため，天然の CH4ハイドレー
トは含水状態のまま凍結保存された試料であることが多
い。CH4ハイドレート，水，氷といった軽元素系相はＸ線
吸収係数が近接しており（Fig. 2），また CH4 ハイドレート
と氷の密度差がわずか 0.01 g/cm³ 程度であるため，吸収コ
ントラスト画像では両者を区別できないことが示されてい
る [2]。この問題は，軽元素系材料の三次元解析全般に共

Figure 1	 Crystal structures of water ice (right) and CH4 hydrate (left). 
Hydrogen atoms have been omitted from the crystal structure. 
Additionally, the spheres within the cage-like structure of CH4 
hydrate represent CH4 molecules virtually.
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Figure 2	 Photon energy dependence of the relative linear attenuation 
coefficient for CH4 hydrate (compared with water). Absorption 
contrast X-ray CT image shown in the figure compares ice 
and CH4 hydrate using 10 keV monochromatic synchrotron 
radiation.

Figure 3	 Schematic of the experimental set-up for temperature-
controlled DEI measurement. (a) Top view and (b) 
temperature-controlled sample chamber.

Figure 4	 Natural CH4 hydrate collected from the seabed off the coast of 
Tokachi, Japan. (a) Photograph of the recovered core sample 
and (b) specimen shaped into a cube.

Ｘ線イメージング情報をマルチコントラストに取得でき，
軽元素系材料の識別能力を向上させる可能性を持つ。
　本稿では，DEIと放射光マイクロＸ線 CTも併用するこ
とで，マルチコントラストかつマルチスケールの Ｘ線 CT 
技術による海底堆積物中の天然 CH4ハイドレートの観察
結果を紹介する [4,5]。

２．実験方法
　本研究で用いたマルチコントラストＸ線 CTは，PF BL-
14C において構築した高エネルギー単色 Ｘ線 DEIシステ
ムを基盤としている [6]。Figure 3に，その光学系と温度制
御系の概観を示す [7]。35 keV の単色Ｘ線を用いることで，
軽元素系材料に対して十分な透過性を確保しつつ，屈折
および散乱コントラストの高感度取得を可能とした。複数
枚の回折強度曲線（rocking curve） を取得する DEIM法 [6]
を採用することで，測定対象のメタンハイドレートや氷
との密度差の大きい天然堆積物が含まれている状態でも，
PCXI像の取得が可能になっている。さらに，回折幅の解
析により，空間分解能以下の微細構造を推定する Small-
Angle X-ray Scattering（SAXS）情報を統合し，ミクロスケ
ールの構造情報を補完できる。
　ここで紹介する天然の CH4ハイドレート試料は，日本
近海の網走沖 [4]と Fig.4に示す十勝沖 [5]で採取，凍結保
存されたものである。写真中の CH4 ハイドレートおよび
氷に相当する部分では，全体にわたって堆積物をほとんど
含まない白色の状態にある。これらの試料は，CH4ハイド
レート，凍結海水（氷），空隙，堆積物が複雑に混在する
軽元素系多相材料であり，技術評価に適した対象である。

３．結果と考察
　Figure 5は，網走沖で採取された天然の CH4ハイドレー
ト堆積物を，35 keVの単色Ｘ線を用いて DEI装置で測定
した断面画像である。ここでは，吸収・屈折・散乱の 3種
類のＸ線 CT画像を示す [3]。Figure 5(a)は疑似吸収コント
ラスト像で，Ｘ線画像のグレースケールは対象物の密度と
相関している。ここでは黒色領域が細孔に対応し，白色
斑点は主に粘土で構成される最も高密度な領域を示してい
る。3階調グレースケール（粘土質堆積物，氷状物質，ガス）
が識別できる。位相コントラスト法で解析した Fig.5(b)の

通する本質的な制約であり，従来のＸ線 CT技術の限界を
明確に示すものである。そこで PCXIの中でも密度のダイ
ナミックレンジが広い Diffraction-Enhanced Imaging（DEI）
法を用いることにより，天然試料中の密度の近い CH4ハ
イドレートと氷に加えて，密度の高い堆積物，及び空隙
の 4相を三次元的に分離することを実現した [3]。さらに
DEI は，吸収と位相に加えて，擬似散乱という 3種類の 
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断層画像は，4階調グレースケールが識別できる。CH4ハ
イドレートの密度が氷の密度をわずかに上回るため，灰
色の氷状物質において明灰色の領域は CH4ハイドレート，
暗灰色の領域は氷であると思われる。
　Figure 5(c)は，DEI装置で測定した SAXS画像を示して
おり，試料中の散乱物体の存在は屈折角に影響を与える。
SAXS画像は，Ｘ線イメージングの空間分解能よりも小さ
い散乱物体のサイズと空間配置に関する 3次元情報を提供
する。したがって，SAXS画像では，微細構造を持つ堆積
物はＸ線散乱角が大きいため黒く見え，気泡はＸ線散乱角
が小さいため白く見える。氷の部分は CH4ハイドレート
部分よりも暗く，空間分解能以下のサイズの微細構造が存
在することを示唆している。これは，マイクロバブルを含
む天然 CH4ハイドレート試料中の氷で報告されている微
細構造と整合している [4]。 対照的に，Fig.5(b)で CH4ハ
イドレートと特定された領域は，Fig.5(c)では比較的明る
い色をしている。したがって，CH4ハイドレート部分は凝
集体ではなく，バルク状態であると結論づけられる。DEI 
により，CH4 ハイドレート，氷，堆積物，空隙の 4相が
三次元的に明瞭に識別された。特に，従来の吸収 CTでは
識別不可能であった CH4ハイドレートと氷の識別が，DEI
により堆積物を含む試料においても実現可能となった点
は，大きな進展である。
　Figure 6は，十勝沖で採取された天然の CH4ハイドレー
ト堆積物の測定結果で [5]，Fig. 6(a)はラボのマイクロフ
ォーカスＸ線 CT装置による測定で，試料全体に空隙が分
布する多孔質構造である。Figure 6(b)は，同一コア内から
採取された試料の DEIによる PCXI像で，CH4ハイドレー
トと氷が数 10 μmスケールで識別され，試料内における
CH4ハイドレートと海水凍結時に析出された気泡の空間分
布情報が得られる。薄灰色の領域は CH4ハイドレートを
表す。このＸ線 CT画像で得られる特徴は，帯状で幅約 1 
mm程度の CH4ハイドレートの円形領域であり，CH4ハイ
ドレートが擬似球状構造を形成し，その CH4ハイドレー
ト内部が緻密な構造になっている点である。
　擬似球状構造内部には，数 mm程度の大きさのガス気
泡やその痕跡が見られることから，先行研究で報告されて

いる海底の表層下 CH4ガス気泡が CH4ハイドレートで覆
われ形成された構造と考えられる。Figure 6(b)の約 1 mm
厚の CH4ハイドレート膜は，気相と水相の界面で CH4ハ
イドレート膜が形成された直後の報告で示される厚さ（～
数 10 μm）よりもかなり厚い。これは，天然 CH4ハイドレ
ートの場合，気液界面で CH4ハイドレート膜が形成され
た後も，CH4ハイドレートが長期間にわたってゆっくりと
成長し続けたことを示唆している。さらに，ここでの観察
結果において，個々の CH4ハイドレート粒子は互いに直
接連結しておらず，粒子間には層間ネットワークが存在し
ている。これは海底では，CH4ハイドレート粒子間の塩分
による隔離効果による成長遅延の可能性を示唆している。
したがって，CH4ハイドレートで覆われた気泡は，たとえ
膜構造の界面で数年にわたり凝集しても容易には再結晶化
しなかったと推測される。Figure 6(c)は，九州シンクロト
ロン光研究センター（SAGA LS）の放射光 BL07[8]で取得
したマイクロＸ線 CT画像である。吸収コントラスト画像
のため，グレースケールからは CH4ハイドレートと氷の
部分を区別することは不可能である。しかし，位相コント
ラストＸ線 CTで CH4ハイドレートと特定された高密度部
分には，塩や空隙は含まれていない。さらに，緻密な CH4

ハイドレートの膜状構造には粒界の存在が認められ，擬似
球状構造が単一の結晶ではないことを示している。今後の
研究では，CH4ハイドレート結晶内部の固体拡散モデルや
多結晶からなる膜の形成メカニズムを含め，CH4ハイドレ
ートの反応速度を制御する要因の解明にも焦点を当てるべ
きである。本研究で得られた実験結果は，自然環境におけ
る CH4ハイドレート形成に関する将来のモデル実験に貢
献するであろう。
　一方で，十勝沖で採取された天然 CH4ハイドレートの
非破壊観察で，CH4ハイドレート膜の周囲に約 100 μm
の厚さのマイクロバブルを多量に含む氷層が確認される
（Fig.6(c)）。このマイクロバブルは，試料回収時に CH4ハ
イドレート表面の分解により形成されたものと想像され
る。また膜の幅は，網走沖の海底から採取した天然サンプ
ルをマイクロＸ線 CTで観察した先行研究と一致しており
[4]，ガスハイドレート周囲にマイクロバブルを含むこの

Figure 6	 Natural CH4 hydrate collected from the seabed off the coast of 
Tokachi, Japan. (a) Absorption contrast images using in-house 
X-ray CT. (b) Phase-contrast X-ray CT image of a sample in 
cylindrically shaped polypropyrene container using DEI and 
(c) X-ray CT image of a natural sample measured by micro-
X-ray CT.

Figure 5	 X-ray CT images of natural CH4 hydrate collected from the 
seabed off the coast of Abashiri, Japan. X-ray CT image 
analyzed by (a) pseudo-absorption contrast, (b) phase contrast, 
and (c) SAXS using DEI optics at a photon energy of 35 keV.
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連続的な氷層は，かつて CH4ハイドレートが存在してい
たことを示す強力な証拠となりうる。このように，マイク
ロＸ線 CTとの併用は，現在の位相差Ｘ線イメージングだ
けでは得られない微細構造を可視化できる利点がある。こ
れらマルチスケールでの非破壊観察の結果から得られる情
報を統合することで，天然 CH4ハイドレート粒子の三次
元構造モデルを構築することができ，内部構造を多角的に
理解するために有効といえる。
　ガスハイドレートは，従来のＸ線吸収コントラストの感
度の指標となる水が主成分の結晶で，その結晶構造や密度
を正確に評価可能であり，Ｘ線の感度予測が可能であった。
この点，今後の軽元素系多相材料の内部構造観察の評価に
も有効であろう。従来は困難であった軽元素系多相材料の
三次元解析など，新たな可能性を開くものと期待している。
研究開始当初は，－ 80℃程度～室温程度の温度領域での
温度制御技術の開発には，大した技術的な困難はないもの
と楽観視していた。しかし，位相コントラストによる高感
度測定には試料を液体中に浸けた状態での測定が求めら
れ，その条件下での温度制御技術の開発にはかなりの苦労
があった。しかし最近では，PCXI測定における温度制御は，
進歩してきている。ここで紹介した方法が，様々な物質や
材料が機能を発現する環境下でのその場観察等に役立つこ
とを期待している。

4.　まとめ
　吸収コントラストでは識別が困難な軽元素系多相材料に
対し，温度制御下での PCXIによる三次元構造の可視化に
取り組んできた。本稿では，日本近海で採取された天然の
CH4ハイドレート堆積物を対象に，その三次元構造の観察
結果について紹介した。CH4ハイドレートに代表されるガ
スハイドレートは，水を主成分とし結晶構造をもつ物質
で，Ｘ線吸収感度の指標として扱いやすいだけでなく，結
晶構造や密度を精密に評価できるため，Ｘ線感度の予測が
可能となった。さらに，吸収・屈折・散乱の 3つのコント
ラストを統合し，PCXIおよび吸収コントラストマイクロ 
Ｘ線 CT を組み合わせたハイブリッド観察を実施すること
で，従来は不可視であった微細構造の取得に成功した。ま
た，CH4ハイドレートの mm～ μm スケールの三次元構造
を，氷との界面，微細気泡層，堆積物との配置関係を含め
て非破壊で取得することが可能となった。これにより，軽
元素系材料が機能を発現する環境下でのその場観察に新た
な道が開かれた。以上の成果は，軽元素系多相材料の内部
構造解析における基盤技術として大きな意義をもち，材料
科学，地球科学，エネルギー科学など多様な分野への応用
展開が期待できる。
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　血糖生成酵素MGAMの分子構造と阻害機
　構を解明　血糖値上昇を抑制する新規薬剤
　・食品開発への貢献に期待

2026 年 2 月 6 日
北海道大学

高エネルギー加速器研究機構
 筑波大学

　北海道大学大学院農学研究院の田上貴祥准教授，奥山正
幸教授らと，高エネルギー加速器研究機構（KEK）物質構
造科学研究所構造生物学研究センターの川崎政人准教授，
安達成彦特任准教授（研究当時。現 筑波大学生存ダイナ
ミクス研究センター准教授），千田俊哉教授らの研究グル
ープは共同で，血糖を生成する酵素であるマルターゼ -グ
ルコアミラーゼ（MGAM）が拮抗阻害剤 AC5によって阻
害される仕組みを分子レベルで明らかにしました。
　MGAMは哺乳類の小腸に存在する澱粉消化酵素の一つ
です。MGAMの阻害は，食後血糖値の急激な上昇（血糖
値スパイク）を抑制し，2型糖尿病の予防や治療に有効で
す。しかし，MGAMを小腸から大量に取得することは難
しく，MGAMと阻害剤との相互作用の詳細は明らかにさ
れてきませんでした。本研究ではMGAMがブタの血清中
に大量に存在することを発見し，高純度のMGAMを高収
量で取得する方法を確立しました。さらに AC5により阻
害されたMGAMの立体構造を KEKのクライオ電子顕微
鏡を用いて解明，阻害の速度論的解析を行い，AC5によ
るMGAMの阻害で観察される混合阻害に似た挙動が，二
重の拮抗阻害に起因することを明らかにしました。本研究
の成果は，食後の血糖値スパイクを抑制する医薬品や食品
の研究開発の加速につながることが期待されます。 なお，
本研究成果は，2026年 1月 14日（水）公開の Journal of 
Enzyme Inhibition and Medicinal Chemistry誌にオンライン
掲載されました。（この記事の続きは https://www.kek.jp/ja/
press/202602061100mgamをご覧ください）。

　加速力1000倍のレーザー航跡場加速で自
　由電子レーザー発振に成功　高エネルギー
　加速器の卓上化に向けたマイルストーン

2026 年 2 月 16 日
大阪大学 , 量子科学技術研究開発機構

理化学研究所
高エネルギー加速器研究機構 , 科学技術振興機構

　大阪大学産業科学研究所の細貝知直教授（兼 理化学研
究所放射光科学研究センター チームリーダー），量子科学

　プレスリリース

技術研究開発機構 関西光量子科学研究所の神門正城所長
（兼 大阪大学産業科学研究所 招へい教授），高エネルギー
加速器研究機構 物質構造科学研究所の山本樹名誉教授ら
の研究グループは，レーザー航跡場加速（Laser Wakefield 
Acceleration：LWFA）で生成した電子ビームを用いて極端
紫外線（XUV）領域での自由電子レーザー（Free Electron 
Laser：FEL）の発振に成功しました。
　本研究成果は，米国科学誌『Physical Review Research』に，
2026年 2月 24日（現地時間）に掲載される予定です。
　今回の成果は，加速長が数ミリの LWFAによる電子ビ
ームを用いて，XUV（波長 27～ 50ナノメートル）領域
で FELの発振（光の強度増幅）を実証したものです。こ
れは，高エネルギー加速器を備えた大型施設でしか実現で
きなかった短波長の FELを，卓上サイズへと小型化でき
る可能性を拓く成果であるとともに，LWFAが “実用レベ
ルに近い高品質な高エネルギー電子ビーム加速器” へ到達
しつつあることを示す，きわめて重要なマイルストーンで
す。今回実証した XUV領域での FEL発振は，波長が 10
ナノメートル以下のＸ線領域のレーザー光，すなわちＸ線
自由電子レーザー（X-ray Free Electron Laser：XFEL）へと
発展させていくうえで，最初に達成すべき重要な技術成果
です。今後，この技術を基盤として，さらなる高エネルギ
ー化を進めることで小型 XFELが実現すれば，これまで大
型施設に限られていた先端研究が，より多くの機関で日常
的に行えるようになり，材料科学，半導体開発，生命科
学，量子科学など幅広い分野で新たな研究展開が生まれ
ると期待されます。（この記事の続きは https://www.kek.jp/ja/
press/202602161400-1をご覧ください）。

　岩石と水の反応による水素生成プロセスの
　秘密に迫る　岩石を詳細解析，地下の水素
　資源探索の手がかりにも

2026 年 2 月 24 日
高エネルギー加速器研究機構

東北大学 , 国立極地研究所
海洋研究開発機構

　海洋底のマントルや下部地殻に含まれるかんらん石と水
の反応，すなわち蛇紋岩化反応は，自然界における水素生
成の主要なメカニズムとして知られています。この反応に
よって生まれる水素は，地下深部に生きる微生物のエネル
ギー源となるだけでなく，人類が利用可能な新たなエネル
ギー資源としても関心が高まっています。この反応では，
岩石中の 2価の鉄が 3価の鉄へと酸化されると同時に水が
還元され，その結果として水素が生成されます。しかし，
水素発生の鍵を握る鉄の分布や化学状態が，反応の進行に
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めて高い熱電性能を示す準一次元物質 Ta2PdSe6において，
電子と集団的電荷振動が結合した新しい準粒子状態「プラ
ズモニックポーラロン」を世界で初めて直接観測しました。
　これらの研究成果は 2026年 2月 5日，ネイチャー系国
際科学誌「npj Quantum Materials」に掲載されました。
　熱電材料は温度差から電気を取り出せるため，エネルギ
ー回収や冷却技術への応用が期待されていますが，電子と
正孔が共存する半金属では両者の寄与が打ち消し合い，熱
電性能は小さいと考えられてきました。本研究では，KEK
フォトンファクトリーと広島大学放射光科学研究所での角
度分解光電子分光（ARPES）により Ta2PdSe6の電子状態
を直接観測し，軽く寿命の長い正孔と，強く散乱される電
子からなる非対称な電子構造を明らかにしました。さらに，
電子バンドにのみ現れるレプリカ（複製）構造が，電子と
プラズモンの結合によるプラズモニックポーラロンに由来
することを示しました。これらの特性が，半金属でありな
がら高い熱電性能を実現する起源であると考えられます。
　本研究成果は，半金属を新たな熱電材料として捉え直す
可能性を示し，低温で高効率に動作する次世代熱電材料の
開発につながることが期待されます。
　本研究における実験の一部は高エネルギー加速器研究機
構物質構造科学研究所放射光共同利用実験課題（課題番号：
2018S2-001, 2019G122, 2021G101, 2021S2-001, 2022G077, 
2024G081）により，KEKの放射光実験施設フォトンファ
クトリーの BL-28Aで実施されました。（この記事の続きは
https://www.kek.jp/ja/press/202603021400をご覧ください）。

 

ともなってどのように変化するのかこれまで十分に分かっ
ておらず，天然水素の生成プロセスの理解を難しくしてい
ました。
　高エネルギー加速器研究機構　物質構造科学研究所，東
北大学，国士舘大学，国立極地研究所／総合研究大学院大
学，海洋研究開発機構の共同研究グループは，ICDPオマ
ーン掘削で得られたオマーンオフィオライトの下部地殻か
ら上部マントルにかけての岩石掘削試料を対象として，Ｘ
線吸収微細構造分析を用いて水素発生の鍵を握る鉱物中の
鉄の化学状態を詳細に解析しました。その結果，岩石の種
類や反応の進行段階に応じて水素の発生量が異なることを
定量的に示しました。下部地殻の岩石は反応の初期段階で
岩石 1kgあたり 24～ 366 mmolの水素を発生した可能性
があり，これは従来主要な水素発生源と考えられてきた上
部マントルの蛇紋岩化による水素発生量（岩石 1kgあたり
71～ 393 mmol）に匹敵します。このことは，従来水素の
発生源として注目されて来なかった下部地殻の岩石も重要
な水素発生源であることを意味します。一方，反応が進む
と下部地殻の岩石に特有のケイ素を多く含む鉱物の変質に
よって，水素生成が抑制されることも明らかになりました。
また，上部マントルの岩石は，反応が進んだ後でも 2価の
鉄が残存し，反応の後期における水素発生に寄与する可能
性が示唆されました。本研究の成果は，天然水素がどこで・
どの段階で・どれだけ生まれるのかを理解するうえで重要
な手がかりを提供するものであり，将来的な水素資源の探
索における有用な指標となる可能性があります。
　 今 回 の 成 果 は 2 月 12 日 に 専 門 誌 Geochimica et 
Cosmochimica Actaのオンライン版に掲載されました。（こ
の記事の続きは https://www.kek.jp/ja/press/202602241400をご覧
ください）。

　世界初，超高性能熱電半金属に潜む「プラ
　ズモニックポーラロン」を直接観測　半金
　属は熱電材料にならないという常識を覆す

2026 年 3 月 2 日
岡山大学 , 名古屋大学

広島大学 , 京都大学
高エネルギー加速器研究機構

　岡山大学学術研究院先鋭研究領域（異分野基礎科学研究
所）の大槻太毅准教授と名古屋大学大学院理学研究科の中
埜彰俊助教（現：同大学大学院工学研究科講師），寺崎一
郎教授，京都大学大学院人間・環境学研究科の吉田鉄平教
授，広島大学大学院先進理工系科学研究科の長谷川巧准教
授，広島大学放射光科学研究所の有田将司技術専門職員，
高エネルギー加速器研究機構（KEK）物質構造科学研究
所の堀場弘司准教授（現：量子科学技術研究開発機構上席
研究員），北村未歩助教（現：量子科学技術研究開発機構
主任研究員）らの研究グループは，半金属でありながら極
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　　研究会等の開催 ・参加報告

 

集合写真（3月 12日）

　2025 年度量子ビームサイエンスフェスタ
　第 17 回 MLF シンポジウム／第 43 回 PF
　シンポジウム開催報告

 量子ビームサイエンスフェスタ　実行委員長　梅垣いづみ
実行副委員長　大東琢治

　2026年 3月 11，12，13日に KEK 物質構造科学研究所，
J-PARC センター，総合科学研究機構（CROSS），PF ユー
ザーアソシエーション（PF-UA），J-PARC MLF 利用者懇
談会が主催の量子ビームサイエンスフェスタを開催しまし
た。今回も前年を踏襲し対面開催を大切にし，607名（う
ち学生は 116名）の方に参加登録頂きました。毎年，開
催地をつくばと水戸を交互に変えており，今回は水戸に
ある水戸市民会館で開催いたしました。開催期間中には
PF-UAユーザーグループミーティングと，期間中と会期
の翌日にサテライト研究会も開催されました。
　初日の 3月 11日には PF シンポジウムが行われ，午前
中は PF 施設報告でした。施設報告の後，光源，PFリング
の実効エミッタンス低減化について報告がありました。運
用を開始した直後の新ビームライン BL-11の報告に続き，
S2型，T型，PF-S型課題の課題責任者によるプレゼンが
行われました。午後は，PF-UA総会と学生論文賞受賞者
の講演がありました。 次期光源計画では，量子マルチビ
ーム施設計画とその施設に必要な加速器技術および，そこ
で展開するサイエンスについての講演がありました。総合
討論では，次期計画や運営への要望など活発な議論がなさ
れました。引き続いて，SPF施設報告が行われました。
　2日目の 3月 12日の量子ビームサイエンスフェスタで
は，開会宣言・挨拶の後，一杉太郎氏（東京大学）から「異
分野融合のハブとしての量子ビーム施設：協働と共用の推
進」，山谷泰賀氏（量子科学技術研究開発機構）から「量
子科学・量子ビームが切りひらく次世代の医療」と題した
基調講演に続いて，来賓・主催者代表による挨拶が行われ，
量子ビームサイエンスフェスタの開催に多大な激励をいた
だきました。午後の前半はユーザー及び施設による 271 件
のポスター発表が行われ ,　そのうち学生奨励賞への応募
は 63件でした。後半は 3会場でパラレルでの口頭発表が

PFシンポジウム会場の様子（3月 11日）

ポスター会場（やぐら広場）の様子（3月 12日）

行われ，「無機材料」「有機材料」「磁性・強相関」「生命科学」
「イメージング」「基礎物理」の 6つのセッションで 18件
の講演をお願いしました。
　3日目の 3月 13日には，MLFシンポジウムが行われ，
午前はMLF現状報告に引き続き，施設報告を ,最近の進
展と今後も含めて講演がありました。午後には，MLF利
用者懇談会の総会と要望・アンケート報告があり , 後半は
MLFのサイエンスに注目した成果について講演がありま
した。会期の翌日はサテライト会議として第 2回MLFロ
ードマップワークショップが開催され，ターゲットステー
ション 2 (TS2)での研究展望に加え，TS1の高度化，施設
設備への要望など討議しました。
　2015年度から始まり，11回目を迎えた量子ビームサイ
エンスフェスタは，施設スタッフとユーザーの情報交換の
場であるだけではなく，異なるプローブを用いる，あるい
は異なる分野の研究者間の交流を通じて新たな研究の発展
に繋がる場です。皆が一堂に会し，口頭発表やポスター発
表で活発な議論が行われ，特に学生奨励賞のポスターセッ
ションはとても盛況なものとなり，研究者間の交流を深め
ることができました。今回の量子ビームサイエンスフェス
タが新たな研究に繋がるきっかけとなれば幸いです。お忙
しい中 , ご参加いただいた皆様に感謝申し上げます。あり
がとうございました。
　量子ビームサイエンスフェスタ 2025の会の様子は物質
構造科学研究所のホームページ (*1)や KEKトピックス
(*2)もぜひご覧ください。
*1) https://www2.kek.jp/imss/news/2026/topics/0311-13qbsf2025/
*2) https://www.kek.jp/ja/topics/202604031700
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　　ユーザーとスタッフの広場

　フォトンファクトリーの木村正雄教授が
　日本鉄鋼協会学術功績賞を受賞

物構研トピックス
2026 年 3月 23 日

　フォトンファクトリーの木村 正雄（きむら・まさお）
教授が，2026年日本鉄鋼協会 学術功績賞を受賞しました。
この賞は，鉄鋼に関する学術，技術の研究において顕著な
功績のあった者に対して授与されるもので，3月 11日に
授与式が行われました。
　受賞テーマは「放射光 in situ 観察による鉄鋼関連反応の
研究」です。木村教授は，放射光Ｘ線を用いて鉄鋼材料
プロセスに関連するさまざまな反応について，その場（in 
situ）観察技術を開発し，反応メカニズムの研究に長年取
り組んできました。放射光Ｘ線を用いた高度計測技術を，
それまで使われていなかった鉄鋼関連研究に適用し，産官
学の融合と新たな研究分野の創出に貢献した点で，学術・
応用の両面で大きな意義があると認められました。また近
年では，放射光の先端計測で得られたビッグデータから情
報を引き出すための，数理および情報科学を駆使した新た
な研究にも取り組んでおり，今後の鉄鋼関連研究のパラダ
イムシフトにつながることが期待されています。

物構研トピックス：
https://www2.kek.jp/imss/news/2026/topics/0311isij/

　PFトピックス一覧（2月～ 4月）

　PFのホームページ（https://www2.kek.jp/imss/pf/）では，
PFに関係する研究成果やイベント，トピックスなどを順
次掲載しています。各トピックスの詳細は PFホームペー
ジをご覧下さい。

2026年
2.6 【プレスリリース】　血糖生成酵素MGAMの分子構

造と阻害機構を解明　血糖値上昇を抑制する新規
薬剤・食品開発への貢献に期待

2.16 【プレスリリース】　加速力 1000倍のレーザー航跡
場加速で自由電子レーザー発振に成功　高エネル
ギー加速器の卓上化に向けたマイルストーン

2.18 【トピックス】　チョコレイト・サイエンス＠杉並
イマジナスを開催しました

2.19 【物構研トピックス】　多摩六都科学館で「光を曲
げよう」実験開催

2.24 【KEKトピックス】　科学と音楽の響宴 2025を開催
しました

2.24 【プレスリリース】　岩石と水の反応による水素生
成プロセスの秘密に迫る　岩石を詳細解析，地下
の水素資源探索の手がかりにも

3.2 【プレスリリース】　世界初，超高性能熱電半金属
に潜む「プラズモニックポーラロン」を直接観測

 半金属は熱電材料にならないという常識を覆す
3.4 【物構研トピックス】【慶應義塾大学プレスリリー

ス】治療に新たな光：がん抑制因子が無力化され
る仕組みを解明 －がんを細胞死させる新規抗がん
剤の創製に期待－　

3.13 【KEKトピックス】　高速・省エネデバイスに期待，
「第三の磁性体」に加速器で迫る　交替磁性体か否
か，その真偽を検証する

3.23 【物構研トピックス】　フォトンファクトリーの木
村正雄教授が日本鉄鋼協会学術功績賞を受賞

3.27 【物構研トピックス】　2025年度量子ビームサイエ
ンスフェスタを開催

4.3 【KEKトピックス】　研究成果の祭典，主役は量子
ビーム ― 2025年度 量子ビームサイエンスフェス
タを終えて

4.13 【物構研トピックス】【藤田医科大学プレスリリー
ス】　カルバペネム耐性 Acinetobacter baumanniiの
β-ラクタム系抗菌薬ヘテロ耐性の分子基盤を解明



- 25 -PF NEWS Vol. 44 No. 1  MAY 2026 PF-UA だより

　2025年度量子ビームサイエンスフェスタ
　学生奨励賞について

PF-UA 行事幹事　高草木達
J-PARC MLF 利用者懇談会行事担当幹事　北口雅暁

　2026年 3月 11日（水）－ 13日（金）に，2025年度量
子ビームサイエンスフェスタが，第 17回MLFシンポジ
ウムと第 43回 PFシンポジウムと合わせて開催されまし
た。PF-UAと J-PARC MLF利用者懇談会では，本年度も
「学生が筆頭著者のポスター発表」で，PF，KENS，MSL，
MLF および低速陽電子のいずれかを利用した研究成果の
うち優秀な研究発表に対して「学生奨励賞」を授与するこ
とといたしました。本年度は 63件もの多数の学生奨励賞
への応募がありました。お礼を申し上げます。審査は，3
月 12日（木）のポスターセッションの時間内に 95名の審
査員にご協力いただき，発表を丁寧に審査していただきま
した。いずれの発表も甲乙つけ難く，審査結果も僅差とな
りましたが，中でも特に優秀であると認められた 6 名に奨
励賞が授与されました。受賞者は下記の方々です。懇親会
にて授賞式が行われ，近藤寛 PF-UA 会長ならびに原田雅
史MLF利用者懇談会副会長より受賞者に賞状とトロフィ
ーが贈呈されました。審査員の先生方にはお忙しい中，広
い分野にまたがっての審査をお引き受けいただくと共に各
発表を非常に丁寧にご審査いただき，大変感謝しておりま
す。また，事務局の方々にも大変お世話になりました。な

　　PF-UA だより

お，本学生奨励賞は PF-UA と J-PARC MLF利用者懇談会
の共催で，北口雅暁（J-PARC MLF 利用者懇談会／名古屋
大学），高草木達（PF-UA ／北海道大学），城戸大貴（PF-
UA／ KEK IMSS），丹羽尉博（PF-UA／ KEK IMSS）が
担当いたしました。［本文執筆：城戸大貴（PF-UA／ KEK 
IMSS）］

＜学生奨励賞受賞者＞
◆浅井 寛太（名古屋大学）
「NOPTREX実験に向けた熱外中性子偏極デバイスの開発
および 139Laの空間反転対称性を破る中性子吸収断面積の
精密測定」
◆藤本 泰輝（千葉大学）
「SAXS及び DSC測定に基づく doxorubicin封入リポソー
ムのナノ構造評価」
◆山口 和真（京都大学）
「イオン液体｜電極界面の構造：In-situ軟Ｘ線吸収分光法
による研究」
◆ Qing Weng（東京大学）
「Dynamic structural analysis of a bifidobacterial α1,3-
galactosidase degrading type B blood group antigen」
◆榎本 晃大（慶応義塾大学）
「水分解光触媒における HER/OER助触媒表面の同時観測：
デュアルビーム表面 XAFS分析」
◆阿部 幸樹（茨城大学）

「白色中性子ホログラフィーによる水素化 Pd中の水素観測」

学生奨励賞受賞者の皆さん。集合写真左から : 近藤寛 PF-UA 会長（慶應義塾大学 教授），浅井寛太氏（名古屋大学），QingWeng氏（東京大学），
阿部幸樹氏（茨城大学），藤本泰輝氏（千葉大学），榎本晃大氏（慶応義塾大学），山口和真氏（京都大学），原田雅史 J-PARC MLF利用
者懇談会副会長（株式会社豊田中央研究所）。
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PF-UA学生論文賞　受賞者
◆原田　一輝　氏（山口大学大学院 創成科学研究科 物質
工学系専攻）
論 文 題 目：Improved Water Electrolysis Over Cobalt 
Oxyhydroxide by Carbonate Anion Adsorption: Direct 
Observation of Active Species Using Operando Hard/Soft X-Ray 
Absorption Spectroscopy
掲載情報：Kazuki Harada, Arisu Sakai, Shun Tsunekawa, Yuji 
Takaki, Masanari Nagasaka, Hayato Yuzawa, Ke-Hsuan Wang, 
Toshiaki Ina, Hiroshi Kondoh, Masaaki Yoshida. ChemSusChem 
2025 18 (16), e202500559.
DOI: 10.1002/cssc.202500559.

◆荒川　勝利　氏（京都大学大学院 工学研究科 高分子化
学専攻）
論 文 題 目：STXM Studies on the Changes in the Spatial 
Distribution of Density and Chain Orientation of LLDPE with 
Strain
掲 載 情 報：Masato Arakawa, Mizuki Kishimoto, Kiminori 
Uchida, Yohei Nakanishi, Mikihito Takenaka. Macromolecules 
2026 59 (1), 369-378.
DOI: 10.1021/acs.macromol.5c02302.

　2025年度PF-UA学生論文賞の選考について

PF-UA 庶務副幹事　阿部善也

　PF-UAは，放射光科学の将来を担う優秀な若手研究者
の育成と，PFを活用する博士課程学生の研究奨励を目的
として，2022年度に「PF-UA学生論文賞」を創設した。
本賞は，PFを活用して得られた研究成果を含む論文を広
く対象とし，新規の測定法・解析法の開発に関する成果に
加え，既存手法を用いて特定分野で顕著な成果を挙げた研
究も対象としている。本稿では，2025年度の選考結果に
ついて報告する。
　2025年度は，所定の募集期間（2025年 9月 15日～ 12
月11日）に計5件の応募があった。審査にあたっては，会長・
庶務幹事・庶務小委員会からなる審査委員会を設置し，阿
部を委員長として，対象論文の共著者を含まない委員によ
り厳正な審査・選考を行った。審査では研究内容に加え，
PFの利用状況や応募者本人の寄与も評価対象とした。な
お，近年は研究者本人が来所しないリモート実験も普及し
ているが，本賞が学生を対象とすることを踏まえ，学生本
人の来所の有無についても評価項目に含めた。その結果，
以下の 2件の論文を受賞対象として選出した。

【左から : 原田一輝氏（山口大学大学院），近藤寛 PF-UA 会長（慶應義塾大学 教授），荒川勝利氏（京都大学大学院）】

原田一輝氏（山口大学大学院） 荒川勝利氏（京都大学大学院）
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　　受賞者 2名には，2026年 3月 11日に開催された 2025
年度量子ビームサイエンスフェスタ／第 43回 PFシンポ
ジウム（水戸市民会館および Zoomによるハイブリッド開
催）にて授賞式を実施し，記念撮影の後，受賞講演として
対象論文の内容をご講演いただいた。なお，今後 PF-News
誌において論文紹介を寄稿いただく予定である。
　総評として，応募された 5件はいずれも PFを有効に活
用した優れた研究であった。なかでも受賞対象となった 2
件は，他の放射光施設も併用しつつ，PFに適切な役割を
位置づけていた点が印象的であった。3 GeV高輝度放射光
施設「NanoTerasu」の本格稼働により，研究者にとって放
射光施設の選択肢が広がっている現在においても，PFを
活用した質の高い研究が学生主体で進められていること
は，大変喜ばしいことである。PF-UA学生論文賞は 2026
年度も募集を予定しており，多くの応募が寄せられること
を期待している。

　PF-UAのホームページが新しくなりました！

PF-UA 広報担当幹事　植草秀裕

　2026年 3月 11日の PF-UA総会でご報告しましたが，こ
のほど PF-UAのホームページが新しくなりました。URL
は https://www.pf-ua.jp です。このホームページは機構外の
サーバー上に設置されています。
　ホームページは近代的なデザインで使いやすく，また
PF-UAの活動の情報発信がしやすいように作成しました。
画面トップにはニュースを，その下に学生論文賞やサマー
スクールなどのアクティビティをフォーカスしています。
　また，特に PF-UAの重要な活動である UG活動につい
ては，トップページに 23の UGが一覧となっており，ま
た，それぞれの UGに独自ページを設け，UGが独自に情
報発信できる仕組みです。UGから投稿されたニュースは
UG EVENT欄に掲載されます。
　このような情報発信を通じて，PF-UAおよび UGの活
動を活性化させることは，今期の PF-UAにおける重要な
活動計画の一つです。PF-UAの新しいホームページに期
待される役割は，今後さらに大きくなると考えています。
ぜひ PF-UAホームページをご活用いただき，皆様からの
積極的な情報発信をよろしくお願いいたします。

　2025年度　第4回 PF-UA幹事会　議事録

日時： 2026年 3月 11日（水）　12:10－ 13:10
　　　2025年度量子ビームサイエンスフェスタ /第 43回
PFシンポジウム内で開催
場所：水戸市民会館（中会議室 301）

出席者： 
［幹事］近藤寛（会長），植草秀裕，高橋嘉夫 ，田中信忠，
横谷明徳，吉田真明
船守展正（物構研所長），五十嵐教之（施設長），谷田肇，
松田巌，小谷野美紗

【総会の次第について】
　同日 13:15より開催される PF-UA総会の次第について確
認した。

　2025 年度　PF-UA 総会　議事録

日時： 2026年 3月 11日（水）　13:15－ 14:00
　　　2025年度量子ビームサイエンスフェスタ /
　　　第 43回 PFシンポジウム内で開催
場所： 水戸市民会館 （大会議室）と Zoomによるハイブリ

ッド開催

総会の定足・成立確認（吉田 庶務幹事）
　本総会は会則による定足数を満たしており，総会が成立
していることを確認した。
・ 議長選任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会則に基づき，会員の互選により本会の議長を選出した。
会場内からの推薦により，谷田肇会員が総会議長に選任
された。
・会長挨拶（近藤 会長）

【報告事項】
・ 庶務報告（吉田 幹事）　　　　　　　　　　　　　　

PF-UA学生論文賞について報告した。
・ 会計報告（田中 幹事）　　　　　　　　　　　　　　　
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PF-UA 幹事名簿

会長：近藤　寛（慶應義塾大学）
庶務幹事：吉田　真明（山口大学）
　名簿管理担当庶務副幹事：阿部　善也（東京電機大学）
　書記担当庶務副幹事：阿部　善也（東京電機大学）
会計幹事：田中　信忠（北里大学）
行事幹事：藤井　健太郎（量子科学技術研究開発機構）
　　　　　高草木　達（北海道大学）
編集・広報担当幹事
　編集幹事：佐々木　大輔（慶應義塾大学）*
　広報幹事：植草　秀裕（東京科学大学）
戦略・将来計画担当幹事：横谷　明徳
　　　　　　　　　　　　（量子科学技術研究開発機構）
　　　　　　　　　　　　高橋　嘉夫（東京大学）
推薦・選挙管理担当幹事：山崎　信哉（筑波大学）
　　　　　　　　　　　　栗栖　美菜子（東京大学）
共同利用担当幹事：鍵　裕之（東京大学）
　　　　　　　　   米山　明男
　　　　　　　　　（九州シンクロトロン光研究センター）
教育担当幹事：長坂　将成（分子科学研究所）

任期：2024年 4月 1日～ 2027年 3月 31日
（*編集幹事の任期は 1年）

2024年度の PF-UA会計決算について報告した。単年度
収支は 169,283円の赤字となった。
・ 行事報告（高草木・藤井 幹事 , 代読：吉田 庶務幹事）　
量子ビームサイエンスフェスタの開催概要について報告
した。
・ 広報報告（植草 幹事）　　　　　　　　　　　　　　

PF-UAホームページの更新状況について報告した。
・ 戦略・将来計画検討報告（横谷・高橋 幹事）　　　　　

PFの次期計画や放射光 2ビーム同時利用に関する現状
について報告した。
・ 教育報告（長坂 幹事）　　　　　　　　　　　　　　
「PF-UA サマースクール」の開催概要と開催結果につい
て報告した。
・ 推薦・選挙管理小委員会報告（山﨑・栗栖 幹事 , 代読：
吉田 庶務幹事）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
次期 PF-UA会長に東京大学物性研究所の松田巌教授が
選出されたことを報告した。

【次期会長挨拶】（松田先生）

【総合討論】（近藤 会長）
　放射光 2ビーム同時利用や PFユーザーグループ活動の
活性化への貢献・協力を呼びかけた。また，会場からは多
くの質問やコメントが寄せられ，盛況のうちに閉会した。

　閉会後，PF-UA 学生論文賞の授与式および講演を行っ
た。
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ユーザーグループ一覧
2026年 4月 1日現在

1 XAFS 中島　伸夫 広島大学

2
タンパク質結晶
構造解析

橋本　　博 静岡県立大学

3 小角散乱 山本　勝宏 信州大学

4 放射線生物 横谷　明徳
量子科学技術研究
開発機構 

5 粉末回折 植草　秀裕 東京科学大学

6 高圧 大村　彩子 新潟大学

7 構造物性 岩佐　和晃 茨城大学

8 表面科学 中辻　　寛 東京科学大学

9 固体分光 齋藤　智彦 東京理科大学

10 原子分子科学 星野　正光 上智大学

11 核共鳴散乱 北尾　真司 京都大学

12 位相計測 米山　明男
九州シンクロトロ
ン光研究センター

13 低速陽電子 長嶋　泰之 東京理科大学

14 医学利用 松下昌之助 筑波技術大学

15 Ｘ線発光 手塚　泰久 弘前大学

16 表面界面構造 白澤　徹郎
産業技術総合研究
所

17 Ｘ線顕微分光分析 阿部　善也 東京電機大学

18 物質物理 八方　直久 広島市立大学

19 Ｘ線トポグラフィー 小泉晴比古 広島大学

20 動的構造 沖本　洋一 東京科学大学

21
鉱物・合成複雑
単結晶

栗林　貴弘 東北大学

22 産業利用 村尾　玲子 日本製鉄株式会社

23 原子力基盤研究 岡本　芳浩
日本原子力研究開
発機構

PF-UA 運営委員名簿
任期：2024年 4月 1日～ 2027年 3月 31日

朝倉　清高 立命館大学　総合科学技術研究機構

阿部　善也 東京電機大学　工学研究科

植草　秀裕 東京科学大学　理学院

鍵　　裕之 東京大学　大学院理学系研究科

久保　友明 九州大学　大学院理学研究院

組頭　広志 東北大学　多元物質科学研究所

栗栖美菜子 東京大学　大気海洋研究所

栗林　貴弘 東北大学　大学院理学研究科

小林　寿夫 兵庫県立大学　大学院理学研究科

齋藤　智彦 東京理科大学　先進工学部

篠崎　彩子 北海道大学　大学院理学研究院

谷田　　肇 日本原子力研究開発機構

玉田　太郎 量子科学技術研究開発機構 

手塚　泰久 弘前大学　大学院理工学研究科

西脇　芳典 高知大学　教育研究部

八方　直久 広島市立大学　情報科学研究科

彦坂　泰正 富山大学　学術研究部教養教育学系

伏信　進矢 東京大学　大学院農学生命科学研究科

森田　　剛 千葉大学　大学院理学研究院

姚　　永昭
三重大学　研究基盤推進機構
（兼）工学部総合工学科

山本　勝宏 信州大学　学術研究院工学系

横谷　明徳 量子科学技術研究開発機構

横山　英志 東京理科大学　薬学部 

吉田　真明 山口大学　大学院創成科学研究科

米山　明男 九州シンクロトロン光研究センター

雨宮　健太 物構研　放射光科学第一研究系

千田　俊哉 物構研　放射光科学第二研究系

帯名　　崇 加速器　加速器第六研究系

宇佐美徳子 物構研　放射光実験施設

松垣　直宏 物構研　放射光実験施設
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　人事異動
　　　　　 発令年月日         氏　名 　　　　　  現　職 　　　　　        旧　職
（定年退職） 2026. 3. 31 間瀬一彦 物構研　放射光実験施設　 物構研　放射光実験施設
   特別教授 教授
 2026. 3. 31 木村正雄 物構研　放射光科学第二研究系 物構研　放射光科学第二研究系
   特別教授 教授
 2026. 3. 31 加藤龍一 物構研　放射光科学第二研究系 物構研　放射光科学第二研究系
   特別准教授 准教授
 2026. 3. 31 杉山　弘 物構研　放射光実験施設 物構研　放射光実験施設
   シニアフェロー 助教
（辞職） 2026. 3. 31 春木理恵 日本原子力研究開発機構 物構研　放射光科学第二研究系
   先端基礎研究センター　任期付研究員 研究員
 2026. 3. 31 藤井恵美  物構研　新領域開拓室
    特任専任リサーチアドミニストレーター
（任期満了） 2026. 3. 31 小野寛太  物構研　新領域開拓室
    特別教授
	 2026. 3. 31 熊木文俊 慶應義塾大学理工学部化学科 物構研　放射光実験施設
   博士研究員 博士研究員
	 2026. 3. 31 阪東恭子  物構研　放射光実験施設
    研究員
 2026. 3. 31 戒能健太 筑波大学　医学医療系 物構研　放射光科学第二研究系
   研究員 研究員
 2026. 3. 31 Kim, Youngmin  物構研　放射光科学第二研究系 
    研究員
 2026. 3. 31 安部美季 東京理科大学 物構研　量子ビーム連携研究センター
   助教 博士研究員
（昇任） 2026. 4. 1 若林大佑 物構研　放射光実験施設 物構研　放射光実験施設
	 	 	 准教授 助教
 2026. 4. 1 菊地貴司 物構研　放射光実験施設 物構研　放射光実験施設
   先任技師 専門技師
 2026. 4. 1 田中宏和 物構研　放射光実験施設 物構研　放射光実験施設
   専門技師 技師
 2026. 4. 1 長橋進也 加速器研究施設　加速器第六研究系 加速器研究施設　加速器第六研究系
   技術調整役 技術副主幹
 2026. 4. 1 内山隆司 加速器研究施設　加速器第六研究系 加速器研究施設　加速器第六研究系
   技術副主幹 
（採用） 2026. 3. 1 佐藤友子 物構研　放射光実験施設	 物構研　放射光実験施設
	 	 	 准教授 特別准教授
	 2026. 4. 1	 益田隆嗣 物構研　新領域開拓室
   特別教授　　※東京大学とのクロスアポイントメント
 2026. 4. 1	 板谷治郎 物構研　新領域開拓室
   特別教授　　※東京大学とのクロスアポイントメント
 2026. 4. 1 篠原武尚 物構研　新領域開拓室
   特任教授
 2026. 4. 1 兵頭俊夫 物構研　低速陽電子実験施設 
   研究員
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1. 着任日　2. 現在の所属・職種　3. 前所属・職種　
4. 専門分野　5. 着任に当っての抱負　6. モットー
7. 趣味　（写真，5番～ 7番の質問は任意）

　新人紹介

佐藤匡史（さとうただし）
１．2026年 5月 1日
２．物構研　放射光科学第二研究系
　　研究員
３．株式会社アグロデザイン・スタジオ
　　シニアサイエンティスト

４．構造生物学・創薬科学
５．約 20年ぶりに PFに戻ってきました。これまでの産

学での研究経験を活かして，裏方として機構内外の
研究者の方々をサポートします。

６．人事を尽くして天命を待つ
７．ウォーキング

島垣和功（しまがきかずのり）
１．2026年 5月 1日
２．物構研　放射光科学第二研究系
　　研究員
３．熊本大学大学院薬学教育部　

    　　生体機能分子合成学分野　研究員
４．ウイルス学
７．ダンス

（入学）
椎名優太（しいなゆうた）

１．2026年 4月 1日
２．総合研究大学院大学
　　物質構造科学コース　D1
３．茨城大学　理学部理学科　
　　化学コース
４．Ｘ線吸収分光

５．大学時代よりも研究活動に力を入れて頑張ります。
６．継続は力なり
７．映画鑑賞，釣り

（着任）
為則雄祐 （ためのりゆうすけ）

１．2026年 4月 1日
２．物構研　放射光科学第二研究系
　　材料科学研究部門　教授
３．東京都立大学　教授
４．Ｘ線分光，古環境学

５．初心を忘れずに，日々の業務に取り組みます
６．小さく試しながら改善を重ねる
７．ぶら歩き

OKTARIZA, Lingga Ghufira （出身：インドネシア）
１．April 1, 2026
２．Assistant Professor,
　　End Station Engineering Section,
　　Photoemission group, Photon Factory, 　
　　IMSS

３．Lecturer / Researcher, University of Indonesia
４．Semiconductor Physics and Energy Materials
５．To understand what happens at hidden interfaces and apply 

that knowledge to improve energy-related materials.
６．Inspired by nature, driven to contribute
７．Outdoor activities and nature exploration

原田一輝（はらだかずき）
１．2026年 4月 1日
２．物構研 放射光実験施設
　　技術員
３．山口大学大学院　創成科学研究科
　　物質工学系専攻　博士後期課程

４．触媒化学
５．PFのお力になれるよう日々精進してまいります。
６．継続は力なり
７．自炊，ボードゲーム
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　　お知らせ

　Photon Factory Activity Report 2025
　ユーザーレポート執筆のお願い

 
Photon Factory Activity Report 2025

編集委員長　小澤健一（KEK 物構研）

　PFでは，施設の活動報告の一環として毎年 Photon 
Factory Activity Report（PFACR）を公開しています。これ
は PFと低速陽電子実験施設（SPF）で実施された実験課題
のユーザーレポート集であり，広く国内外に 2施設の研究
活動を伝えるものです。
　皆様のご協力のおかげをもちまして，2024年度 PFACR
（PFACR2024）は計 114報のレポートを収録し，2025 年秋
に公開されました。現在は PFACR2025 の原稿を受け付け
ております。つきましては，PF，SPF で実施した実験課題
の成果をお送り下さるようお願い申し上げます。2025年度
の 1年間に実施した実験について寄稿して頂くのが基本で
すが，データ解析に時間を要する等が考えられますので，
2024年度以前に実施した実験の報告も歓迎します。
 原稿締切：2026年 6月 30日（火）
 言語：英語もしくは日本語
 発行：2026年秋予定
　PFACR は研究活動に関する評価を PF，SPFが受ける際
の重要な指標の一つとなります。皆様の寄稿はユーザー支
援や研究環境の改善に繋がりますので，積極的なご寄稿を
お待ちしております。なお，このユーザーレポートは共同
利用実験課題の終了届を兼ねており，課題責任者は一課題
につき一報以上をご提出いただくことになっています。お
忘れのないよう，よろしくお願いします。
　ユーザーレポートの原稿や電子ファイルの準備・投稿要
領は，PFACRホームページ（PFホームページで [研究成
果 ]-[出版物 ]-[Photon Factory Activity Report]を辿ってくだ
さい）に掲載しておりますのでご覧下さい。

　「第 14 回対称性・群論トレーニングコース」
　基礎コース（英語講座・日本語講座）
　開催のお知らせ

物質構造科学研究所　五十嵐教之

　結晶学は物質科学研究の柱であるにもかかわらず，研究
分野の細分化や解析ツールの進化に伴いブラックボックス
化しているところがあります。本トレーニングコースでは，
「空間群や対称性と結晶構造の関係がピンとこない」，「構
造解析の後にもう一歩議論を深めたい」と日頃お感じの
方々に，結晶学と直結する対称性や群論の知識を学んでい
ただくことを目的とし，結晶学で重要な根本原理と幾何学
との関係を軸に，講義と演習を繰り返しながら進行します。
　今回も日本語コースだけでなく英語講座も開催予定とな
っておりますので，お近くに興味をお持ちの方がおりまし
たらご周知をお願い致します。
　なお，当コースは総合研究大学院大学の他大学開放科目
（科目名『結晶の対称性・群論‐基礎コース』）でもあります。

＜開催概要＞

開催日：基礎コース
　（英語講座）　 2026年 7月 13日（月）～ 7月 17日（金）
　（日本語講座）2026年 7月 27日（月）～ 7月 31日（金）
開催場所：高エネルギー加速器研究機構つくばキャンパス
　　　　　4号館セミナーホール
参加申込：ホームページの参加申込フォームよりお申し込
 　み下さい（参加申込開始：5月 12日（火）10時）。
参加費：	無料。但し交通費宿泊費は自己負担。
 希望者は KEKドミトリーを利用可。
定員：各講座とも 35名程度
講師：ネスポロ・マッシモ氏（フランス・ロレーヌ大学
　　　結晶学教室教授，国際結晶学連合数理結晶学委員会
　　　前委員長，総研大授業担当講師）
プログラム：
　線形代数学，抽象代数学，ステレオ投影，
　点群，部分群，剰余類・共役部分群・正規部分群，
　らせん軸と並進鏡面，
　計量テンソル，対称操作の行列表現，
　軸変換による空間群記号の変更，
　正規化群，対称性と対掌性，
　消滅則の幾何学的解釈，ワイコフ位置と結晶軌道，
　群と部分群
ホームページ：http://pfwww.kek.jp/trainingcourse/

Photon Factory Activity Report 2024.
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総研大物質構造科学コース学生募集
2026年 10 月入学生及び 2027年 4 月入学生募集概要

１．募集人数

入学課程
募集人数

2026年 10月
入学

2027年 4月
入学

博士課程（5年一貫制） 若干名 2名程度

博士後期課程 若干名 1名程度

２．願書受付期間・試験日程
＜ 5 年一貫制博士課程＞

願書受付期間 入試 合格発表

第 1回
2026年 10月入学
2027年 4月入学

5月 28日（木）
～6月3日（水）

7月 6日（月）
～7月7日（火）

8月上旬

第 2回
2026年 10月入学
2027年 4月入学

6月 25日（木）
～7月1日（水）

8月 19日（水）
～ 8月 21日
（金）

9月上旬

第 3回
2027年 4月入学

12月 3日（木）
～ 12 月 9 日
（水）

1月 19日（火）
～ 1月 20日
（水）

2027年
2月中旬

※�願書の提出は原則として郵送とします。直接提出する場
合の受付時間は，期間中の平日 9:00～ 12:00，13:00～
17:00とします。

＜博士後期課程＞
願書受付期間 入試 合格発表

第 1回
2026年 10月入学
2027年 4月入学

6月 25日（木）
～7月1日（水）

8月 19日（水）
～ 8 月 21 日
（金）

9月上旬

第 2回
2027年 4月入学

12月 3日（木）
～ 12 月 9 日
（水）

1月 19日（火）
～ 1月 20日
（水）

2027年
2月中旬

※ 願書の提出は原則として郵送とします。直接提出する場
合の受付時間は，期間中の平日 9:00～ 12:00，13:00～
17:00とします。
※ 博士後期課程への出願は，出願資格を満たしている者に
限られます。詳しくは募集要項をご確認ください。

３．選抜の方法
書類選考と面接試験
４．募集要項請求先
以下のいずれかにご請求下さい。
 * 〒 240-0193　神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
　 総合研究大学院大学 学務課学生係
　 TEL 046-858-1525 又は 1526　gakusei@ml.soken.ac.jp
 * 〒 305-0801　茨城県つくば市大穂 1-1
　 高エネルギー加速器研究機構 研究協力課大学院教育係
　 TEL 029-864-5128　kyodo2@mail.kek.jp

　総合研究大学院大学　先端学術院
　先端学術専攻物質構造科学コース
　大学院説明会及び学生募集のお知らせ

物質構造科学コース長　熊井玲児

　総合研究大学院大学（総研大）は，「大学共同利用機関」
の高度な研究環境を活用した教育機関です。学部を持たな
い大学院だけの大学で，独創的・国際的な学術研究の推進
や先導的学問分野の開拓に対応する研究者の養成を目的と
しています。
　物質構造科学コースは先端学術院先端学術専攻に属し，
基盤共同利用研究機関としては，高エネルギー加速器研
究機構物質構造科学研究所が対応しています。5 年一貫制
博士課程および博士後期課程があり，博士の学位を目指す
学生を受け入れています。物質構造科学コースでは，世界
最先端のビームの発生と加工に関する技術開発研究や新し
い利用研究手法の開発，先端的利用研究を行っている研究
者の指導の下に，量子ビーム科学の将来を担い，物質科学
研究の発展に貢献する有為の人材の養成を目的としていま
す。新しいことにチャレンジし，世界に飛び出していく意
欲のある方の参加を期待しています。
　総合研究大学院大学・先端学術院先端学術専攻・物質構
造科学コース（5年一貫制博士課程および博士後期課程）
の学生募集（2026 年 10 月入学および 2027年 4 月入学）
について下にまとめました。KEK受入れの総研大・3コ
ースの中には粒子加速器とその関連装置の原理から設計・
製作にかかわる様々な科学技術を学び研究を行う加速器科
学コースもありますので，詳しくは総研大のホームページ
をご参照下さい。皆様の周りに将来の放射光科学を担う人
材として該当する学生の方々がおられましたら，ぜひ勧め
て下さい。

物質構造科学コースの HP：
https://www2.kek.jp/imss/education/sokendai/

総合研究大学院大学の HP：
https://www.soken.ac.jp/

大学院説明会開催のお知らせ
　KEKでは KEK 受入れの総研大・3 コースの大学院説明
会を毎年 3 回開催しています。本説明会では，総研大およ
び KEK3 コースの案内や各コースで取り組んでいる研究
内容の紹介等を行います。
　今年度の大学院説明会は終了しましたが，次回開催の日
程や内容は詳細が決まり次第，ホームページ (https://www.
kek.jp/ja/education/graduate/sokendai)に掲載します。
　研究内容や教員の紹介，施設・研究室の訪問は個別に随
時受け付けています。上記のホームページを参照ください。
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　2026 年度後期
　フォトンファクトリー研究会の募集

放射光実験施設長　五十嵐教之

　物質構造科学研究所放射光実験施設（フォトンファクト
リー）では放射光科学の研究推進のため，研究会の提案を
全国の研究者から公募しています。この研究会は放射光科
学及びその関連分野の研究の中から，重要な特定のテーマ
について 1～ 2日間，高エネルギー加速器研究機構のキャ
ンパスで集中的に討議するものです。年 2回（前期と後期）
募集しており，年間 6件程度の研究会の開催を予定してお
ります。（これまでの研究会は https://www2.kek.jp/imss/pf/
science/publ/pfproc.htmlをご覧ください。）
　つきましては 2026年度後期の研究会を下記のとおり募
集致しますのでご応募下さいますようお願いします。

記
１．開催期間　　　2026年 10月～ 2027年 3月
２．応募締切日　　2026年 6月 19日（金）

３．応募書類記載事項（A4判，様式任意）
　（1） 研究会題名（英訳を添える）
　（2） 提案内容（400字程度の説明）
　（3） 提案代表者氏名，所属及び職名（所内，所外を問

わない）
　（4） 世話人氏名（所内の者に限る）
　（5） 開催を希望する時期
　（6） 参加予定者数及び参加が予定されている主な研究

者の氏名，所属及び職名

４．応募書類送付先（データをメールに添付して送付）
 放射光実験施設　PF事務室
 E-mail:pf-office-at-pfiqst.kek.jp 
　　　　　　　（-at-を＠にしてお送り下さい。）
　開催日程については，採択後，放射光実験施設長までご
相談下さい。また，研究会の報告書を KEK Proceedingsと
して出版していただきます。

予　定　一　覧
　2026年
　　 6月 19日  2026年度後期フォトンファクトリー研究会公募締め切り
  　   6月 19日  PF-AR 2026年度第一期ユーザー運転終了
  　   6月 29日  PF 2026年度第一期ユーザー運転終了
　 　7月 13日～ 17日 第 14回対称性・群論トレーニングコース（基礎コース・英語）
　 　7月 27日～ 31日 第 14回対称性・群論トレーニングコース（基礎コース・日本語）
　　　　　　　　　　　　　（KEKつくばキャンパス・4号館セミナーホール）
　　 8月 1～ 2日  つくばキャンパス全所停電

※最新情報は https://pfwww.kek.jp/spice/getschtxtをご覧下さい。

　2026 年度前期放射光共同利用実験採択課題一覧の訂正について

PFNews 編集委員会事務局

　前号 PFNews43-4号の「2026年度前期放射光共同利用実験採択課題一覧」の RD型課題（p.40）に，2025年度後期採
択の内容が掲載されている箇所がありました。正しくは以下の通りとなります。お詫びして訂正いたします。

課題番号 課　　題　　名 所属 実験責任者 ビームライン

2026RD001* in-situ変質実験とマルチプローブXAFSによるエアロゾル鉄の化学的変質および炭酸カ

ルシウムとの競合反応の速度論的解明
東京電機大学 坂田昂平

9A, 11A, 11B,
19B

2026RD002* フローセルを用いた環境中でおきる固液界面での反応速度の２元素同時解析 東京大学 高橋嘉夫 11A,11B

RRDD型型
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4月 PF-AR SPF 5月 PF-AR SPF 6月 PF-AR SPF

30(木) 30(土) 30(火)

31(日)

29(水) 29(金) 29(月)

24(金) 24(日) 24(水)

25(土) 25(月) 25(木)

26(日) 26(火) 26(金)

27(月) 27(水) 27(土)

28(火)

22(水) 22(金) 22(月)

21(火) 21(木) 21(日)

28(木) 28(日)

23(木) 23(土) 23(火)

17(金) 17(日) 17(水)

20(月) 20(水) 20(土)

18(土) 18(月) 18(木)

19(日) 19(火) 19(金)

12(火) 12(金)

13(月) 13(水) 13(土)

7(火) 7(木) 7(日)

16(木) 16(土) 16(火)

11(土) 11(月) 11(木)

14(火) 14(木) 14(日)

15(水) 15(金) 15(月)

12(日)

10(金) 10(日) 10(水)

PF

1(水) 1(金) 1(月)

8(水) 8(金) 8(月)

9(木) 9(土) 9(火)

6(月) 6(水) 6(土)

運運転転ススケケジジュューールル（（AApprr..～～JJuunn..  22002266））

4(土) 4(月) 4(木)

5(日) 5(火) 5(金)

3(金) 3(日) 3(水)

PF PF

2(木) 2(土) 2(火)

：ユーザー実験 B ：ボーナスタイム

T
MA：メンテナンス

：立ち上げ

スケジュールは変更されることがありますので、最新情報はPFホームページ（https://www2.kek.jp/imss/pf/）の
「PFの運転状況／長期スケジュール」（https://www2.kek.jp/imss/pf/apparatus/schedule/）をご覧ください。
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　　掲示版

　放射光共同利用実験審査委員会速報

放射光実験施設運営部門　君島堅一
宇佐美徳子

　2026 年 3 月 19 日（木）に，第 70 回放射光共同利用実
験審査委員会（PF-PAC）全体会議が，ハイブリッド会議
形式で開催され，放射光実験施設報告など実験施設運営に
関する重要事項の報告，協議および審議が行われました。

報告事項（抜粋）
・ 放射光実験施設報告（五十嵐実験施設長）
　 前 回 の PF-PAC 以 降 に 実 施 さ れ た MB-LINQ 計 画
（CDR2.0）の情報公開を含む各種委員会・会議，量子ビ
ームサイエンスフェスタ（PF シンポジウム）の開催状
況について報告されました。また，2026 年度の PF の体
制および運転計画，課題申請書改訂の実施結果，前回
PF-PAC の懸案事項への対応状況，共同利用実験旅費の
状況，KEK 来所時の KRS 登録の周知徹底，研究インテ
グリティ（安全保障輸出管理）への対応，SPring-8 ブラ
ックアウトへの対応，2025 年度第 3 期 PF 課題の実施状
況，などについて報告されました。

・前回委員会以降に審査された P 型課題
　 P 型課題 3 件の申請がありいずれも採択されたことが報

告されました。

・ユーザーグループ運営ステーション評価委員会
　 2025 年度末で期限となるユーザーグループ運営ステー

ション（BL-4A）について，評価委員会の結果および計
画書に基づき，継続されることが報告されました。

審議事項
1. 課題の進捗状況評価について
　今年度中間評価／最終評価の対象であった，S2 型課題（3
件），T 型課題（3 件），マルチプローブ課題（2 件）について，
自己評価書・2025 年度量子ビームサイエンスで行われた
課題評価などをもとにまとめられた評価報告書が承認され
ました。

2. 「結晶準備状況一覧」ファイル（第 4 分科）の改訂
　結晶準備状況一覧の書式について，記入項目の改訂につ
いて第 4 分科から提案があり，審議の結果，提案どおり承
認され，2026 年度後期課題公募より適用することで了承
されました。

3. 共同利用実験旅費について
　五十嵐委員長および船守物構研所長より，2026 年度以
降の共同利用実験旅費制度について説明があり，支給基準
および審査方法に関する議論が行われました。
　新たな制度は，（1）若手人材育成を目的とした選抜型支援，

（2）ビームライン等の運営に関わる者を対象とした支援，
（3）外部資金が一時的に途切れた研究グループへの支援，
から構成されます。PAC 委員等の意見を踏まえ，物構研
運営会議の審議を経て物構研として統一した制度で実施す
る方針が示されました。今後，申請書様式や評価方法につ
いて各分科から意見を募り，制度設計の具体化を進めるこ
ととされました。

協議事項（抜粋）
・PF 計画推進委員会 (MB-LINQ 計画 ) について説明があ
　りました。

次回 PF-PAC 全体会議は 2026 年 7 月の開催を予定してい
ます。

　第 188 回 物質構造科学研究所運営会議議事次第

日時：2026 年 2 月 2 日（月）　15:15 ～
場所：高エネルギー加速器研究機構 管理棟大会議室＋ 
　　　ウェブ（Zoom）併用

【１】所長報告

【２】第 186 回・第 187 回議事要録の確認について

【３】  審議
(1) 2026 年度前期放射光共同利用実験課題審査結果につ 

 いて
(2) 名誉教授候補者について
(3)  教員人事（物構研 25-6・中性子・准教授 1 名）
(4)  教員人事（物構研 25-7・中性子・特別准教授または 

 特別助教 1 名）
(5)  教員人事（物構研 25-8・放射光施設・准教授 1 名）
(6)  教員人事（物構研 25-9・放射光施設・准教授または特 

 別助教 1 名・女性）
(7)  教員人事（物構研 25-11・新領域・特任教授 1 名）
(8)  教員人事（物構研 25-12・研究機関講師若干名）
(9)  教員人事（特定人事・放射光施設・准教授 1 名）
(10) 教員人事（特定人事・中性子・特別教授 1 名・JAEA 

 とのクロアポ）
(11) 教員人事（特定人事・新領域・特別助教 1 名・阪大 
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 とのクロアポ）
(12) 客員研究員の選考について

【４】協議
(1) MB-LINQ 計画における高次高調波レーザー
(2) 共同利用実験旅費

【５】報告
(1)  人事異動
(2)  博士研究員の選考結果について
(3)  2025 年度通期放射光共同利用実験課題審査結果につ 

 いて
(4)  2026 年度前期マルチプローブ共同利用実験課題審査 

 結果について

【６】研究活動報告（資料配布のみ）
(1) 物質構造科学研究所報告
(2) 素粒子原子核研究所報告
(3) 加速器研究施設報告
(4) 共通基盤研究施設報告

　第 190 回 物質構造科学研究所運営会議議事次第

日時：2026 年 3 月 30 日（月）　15:15 ～
場所：高エネルギー加速器研究機構 管理棟大会議室＋ 
　　　ウェブ（Zoom）併用

【１】所長報告

【２】第 188 回・第 189 回議事要録の確認について

【３】  審議
(1)  2026 年度前期ミュオン共同利用Ｓ型実験課題（二次 

 申請）の審査結果について
(2)  中性子共同利用実験審査委員会委員の変更について
(3) 放射光共同利用実験審査委員会委員の変更について
(4)  共同利用実験旅費について
(5) 教員人事（特定人事・職位呼称・特別教授 1 名・放 
 射光実験）
(6) 教員人事（特定人事・職位呼称・特別教授 1 名・ 
 放射光二系）
(7) 教員人事（特定人事・職位呼称・特別教授 1 名・中性子）
(8) 教員人事（特定人事・職位呼称・特別准教授 1 名・ 
 放射光二系）
(9) 教員人事（物構研 25-10・放射光二系・特任助教 1 名）

【４】協議
(1) MB-LINQ 計画
(2) 新領域開拓室・量子ビーム研究開拓部門の設置
(3) QUP との連携

【５】報告
(1)  人事異動
(2)  2026 年度前期放射光共同利用実験課題審査結果につ 

 いて（条件解除）
(3)  2025 年度通期放射光共同利用実験課題審査結果につ 

 いて
(4)  2026 年度 PF 研究会の開催について

【６】研究活動報告（資料配布のみ）
(1) 物質構造科学研究所報告
(2) 素粒子原子核研究所報告
(3) 加速器研究施設報告
(4) 共通基盤研究施設報告

　物構研コロキウム

日時： 2026 年 3 月 4 日（金）　15:30 ～
 （東海キャンパス 1 号館 116 室 & Zoom）
題名：Ｘ線 CT によるマウス軟組織形態イメージング
講師： 田村 勝  室長
 （理化学研究所バイオリソースセンター マウス表現

型研究開発室）
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　　放射光共同利用実験審査委員会委員名簿　　　

氏　　名 所　　属　・　職　　名

機
構
外

朝倉　大輔
　産業技術総合研究所　エネルギー・環境領域　省エネルギー技術研究部門
　エネルギー変換デバイス研究グループ・グループ付

石坂　香子 　東京大学　大学院工学系研究科・教授

一國　伸之 　千葉大学　大学院工学研究院・教授
一柳　光平 　高輝度光科学研究センター　放射光利用研究基盤センター・研究員
井上倫太郎 　京都大学　複合原子力科学研究所・准教授
植草　秀裕 　東京科学大学　理学院・教授
大村　彩子 　新潟大学　理学部・准教授
小川　紘樹 　京都大学　化学研究所・准教授
片山　真祥 　高輝度光科学研究センター　分光推進室・主幹研究員
北島　昌史 　東京科学大学　理学院・准教授
久保　友明 　九州大学　理学研究院・教授
近藤　次郎 　上智大学　理工学部・教授
近藤　　寛 　慶應義塾大学　理工学部・教授
佐藤　文菜 　自治医科大学　医学部・講師
島雄　大介 　国際医療福祉大学　保健医療学部・教授
島田　賢也 　広島大学　放射光科学研究所・所長
白澤　徹郎 　産業技術総合研究所　物質計測標準研究部門・主任研究員

髙山あかり 　早稲田大学　理工学術院先進理工学部・教授

藤間　祥子 　奈良先端科学技術大学院大学　先端科学技術研究科・准教授
戸木田雅利 　東京科学大学　物質理工学院・教授
橋本　　博 　静岡県立大学　薬学部・教授
保倉　明子 　東京電機大学　工学部・教授

本田　充紀
　日本原子力研究開発機構　原子力科学研究所 
　本田未来粘土材料研究開発ラボ・ラボリーダー

松村　　武 　広島大学　大学院先進理工系科学研究科・教授
森田　　剛 　千葉大学　大学院理学研究院・准教授
矢代　　航 　東北大学　国際放射光イノベーション・スマート研究センター・教授
山崎　裕一 　物質・材料研究機構　マテリアル基盤研究センター・グループリーダー
若林　裕助 　東北大学　大学院理学研究科・教授

機
構
内

* 雨宮　健太 　物質構造科学研究所・副所長／放射光科学第一研究系・研究主幹
* 千田　俊哉 　物質構造科学研究所　放射光科学第二研究系・研究主幹
* 大友　季哉 　物質構造科学研究所・副所長／中性子科学研究系・研究主幹
* 幸田　章宏 　物質構造科学研究所　ミュオン科学研究系・研究主幹
* 五十嵐教之 　物質構造科学研究所　放射光実験施設・実験施設長
* 帯名　　崇 　加速器研究施設　加速器第六研究系・研究主幹

惠郷　博文 　加速器研究施設　加速器第五研究系・研究主幹
為則　雄祐 　物質構造科学研究所　放射光科学第二研究系・教授
熊井　玲児 　物質構造科学研究所　放射光科学第一研究系・教授
平野　馨一 　物質構造科学研究所　放射光実験施設・教授
松垣　直宏 　物質構造科学研究所　放射光実験施設・教授
宇佐美徳子 　物質構造科学研究所　放射光実験施設・特別教授

武市　泰男 　物質構造科学研究所　新領域開拓室・准教授
任期：2024 年 4 月 1 日～ 2027 年 3 月 31 日　* 役職指定
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放射光共同利用実験審査委員会委員名簿（分科会別）
第 1 分科会 第 2 分科会 第 3 分科会 第 4 分科会 第 5 分科会 第 6 分科会 分科会無所属

※石坂　香子 ※松村　　武 ※一國　伸之 ※橋本　　博 ※森田　　剛 ※矢代　　航 近藤　　寛 五十嵐教之
　北島　昌史 　植草　秀裕 　朝倉　大輔 　近藤　次郎 　井上倫太郎 　一柳　光平 島田　賢也 大友　季哉
　高山あかり 　白澤　徹郎 　片山　真祥 　佐藤　文菜 　小川　紘樹 　大村　彩子 幸田　章宏
　本田　充紀 　若林　裕助 　武市　泰男 　藤間　祥子 　戸木田雅利 　久保　友明 帯名　　崇
　山崎　裕一 　保倉　明子 　島雄　大介 惠郷　博文
　雨宮　健太 　熊井　玲児 　為則　雄祐 　千田　俊哉 　松垣　直宏 　平野　馨一 宇佐美徳子

※分科会責任者

2026 年度　客員研究員一覧
氏　　名 所　属　・　職　名 名　　称

小笠原　諭 千葉大学　量子構造創薬研究センター・副センター長 客員准教授

長田　　渉 産業技術総合研究所　計量標準総合センター・研究員 客員助教

加藤　政博
広島大学　放射光科学研究センター・特任教授
自然科学研究機構　分子科学研究所・特任教授併任

客員教授

木原　大亮 Purdue University・教授 客員教授

佐々木茂美 広島大学　放射光科学研究センター・名誉教授 客員教授

杉山　正明
京都大学原子炉実験所・教授
京都大学複合原子力科学研究所・副所長

客員教授

高雄　　勝 元（公財）高輝度光科学研究センター・特別嘱託研究職員 客員教授

竹谷　　敏 産業技術総合研究所　エネルギープロセス研究部門・上級主任研究員 客員教授

堀場　弘司
量子科学技術研究開発機構　NanoTerasu センター・ビームライングル
ープ・グループリーダー

客員教授

米山　明男 九州シンクロトロン光研究センター・主任研究員 客員教授
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課題番号 申請者 所属 課題名 希望
ステーション

実施ビームタイム
（1期）

実施ビームタイム
（2期）

実施ビームタイム
（3期）

2025PF-S001 若林大佑 PF 2ビーム利用多目的実験システムの構築 11A 11B 12A 12A:3日 12A:2日,
11A＆B:18日 11A＆B:7日

2025PF-S002 大東琢治 PF 広エネルギーX線帯域を活用した統合的多元分析環境の開発 12A

2025PF-G001 阿部仁 PF 全反射X線分光法(TREXS)の高度化としての固液界面in situ測定 9C 24h×2 24h×2 24h

2025PF-G002 阿部仁 PF 接合金属界面の微小領域の局所構造解析と2次元マッピング 15A 9A 15A1:24h,
9C:12h 15A1:48h 15A1:24h

2025PF-G003 阿部仁 PF 酸素発生反応(OER)触媒のアニオン欠陥制御と金属価数の相関観
測の試み 9A 9C 12C 12C:24h 12C:24h 9A:12h

2025PF-G004 柴崎裕樹 PF 高圧容器DAC内試料の3次元観察を目的としたズーミング顕微鏡
によるラミノグラフィ測定装置系の開発 NE1A 60h 96h 72h

2025PF-G005 山田大貴 JASRI 共鳴X線回折を利用したチタノリシケートゼオライト中のTiサイ
トの可視化 4C 3d

2025PF-G006 山下翔平 PF 特殊サンプルの軟X線顕微分光測定に向けたR&D 19A/B 36h 24h

2025PF-G007 千田俊哉 PF
人為的にGTP代謝を変化させたマウス臓器（歯、舌など）のX線
干渉計、X線マイクロCTによる組織観察とウイルス感染の影響
の研究

14B,14C 14C:1日 14C:2日

2025PF-G008 熊木文俊 PF operand/in-situ 位置分解XAS測定に向けたセンサ材料の部分蛍
光収量法測定 19B 12h×2 24h 24h

2025PF-G009 深谷亮 東大物性研 時間分解共鳴軟Ｘ線散乱による層状マンガン酸化物の電子秩序変
調ダイナミクスの観測 16A 19B 19A/B:2日 16A:4日 16A:112h

2025PF-G010 柏木隆成 筑波大 微小結晶に対するトポグラフィ手法の適用の試み 14B 40h

2025PF-G011 佐藤友子 PF ダイヤモンドアンビル装置を用いた高圧下その場軟X線XAFS測
定手法の開発 12A 1日 2日 2日

2025PF-G012 奥山大輔 PF マルチフェロイックス候補物質Co3BPO7における磁気秩序相で
の結晶構造解析の試み 8A 8B 8A:5日,8B:4日 8B:6日

2025PF-G013 亀沢知夏 東北大 2ビームによる微小血管と気管支同時造影のための光学系のテス
ト 14C 2日 3日

2025PF-G014 君島堅一 PF Fe4S4-Mクラスタ担持体の構造解析のためのSX測定用セルの開
発

9A/9C/12C
(XAFS BL) 60h 60h 48h

2025PF-G015 大東琢治 PF 伝統的赤色色料含有物質の解明による文理融合研究のフィジビリ
ティスタディ 12A 24h 48h 24h

2025PF-G016 西村龍太郎 PF AR-NE1A ズーミング光学系およびその制御系システムの開
発・整備 NE1A 40h

2025PF-G017 大東琢治 PF 蛍光X線イメージングによる難読古典籍の救済の試み 4A 48h 48h

2025PF-G018 丹羽尉博 PF XAFS-CTを用いたin situメカノケミカル反応の観察と高エネル
ギー域への展開調査 NW2A 24h

2025PF-G019 阪東恭子 PF アルミナコートステンレス板表面の高温酸化条件下でのTREXS
観察 NW2A,9A NW2A:24h

NW2A:24h,
12C:24h,
9C:12h

2025PF-G020 雨宮健太 PF 平面結像型回折格子を用いた蛍光選別EXAFS測定法の開発 7A,16A 7A:3.5d,
16A:14h

2025PF-G021 奥山大輔 PF 金属絶縁体一次相転移を示すVO2薄膜における2相共存状態の解
明 12A 2日

2025PF-G022 吉田一貴 PF 鉱物に含まれる硫黄のＫ端ＸＡＦＳ測定 9A 12h

2025PF-G023 三木宏美 IMSS 介護食品における添加物の界面構造とテクスチャー特性の相関研
究 14B

2025PF-G024 小澤健一 PF BL-2Bの二結晶分光器によるテンダーX線光電子分光測定の最適
化 2B 36h 24h

2025PF-G025 高木秀彰 PF 多孔質材料をターゲットにした小角散乱実験 10C 24h 24h

2025PF-G026 阿部仁 PF GeO2ガラス薄膜のGe周囲の局所構造観測 9A, 9C or 12C 24h

2025PF-G027 砂口尚輝 PF Si(220)結晶光学系を利用した屈折コントラスト撮像実験による
基礎データ取得 14C or 14B 3日

2025PF-G028 片岡竜馬 PF 放射光ミラーの光電子放出現象および金-クロムコートミラーの
表面変化に関する評価 11A 5日

2025PF-G029 雨宮健太 PF NIMSとの連携のための放射光のトライアルユース 7A, 16A 7A:1日,
16A:38h

2025PF-G030 丹羽尉博 PF European XFELで開発されたソーラースリットのPFへの展開検
討 9C

2025PF-G031 五十嵐教之 PF SPring-8ブラックアウト対応に向けたPF支援対象ビームライン
でのトライアル実験 8B, 15A2

PF-S

PF-G

2025 年度　PF 課題（PF-S, PF-G）一覧
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課題番号 申請者 所属 課題名 希望
ステーション

実施ビームタイム
（1期）

実施ビームタイム
（2期）

実施ビームタイム
（3期）

2025PF-T001 Nguyen Thi My
Le SOKENDAI Structural and electronic changes at photoinduced phase

transition in W-doped VO2 thin films 4C,NW14A 4C:3d,
NW14A:3d NW14A:3d NW14A:3d

2025PF-T002 草刈颯太 弘前大 蛍光X線CTシステムを用いた生体計測のための基礎実験 NE7A 2日 3日

2025PF-T003 阿部仁 PF 茨城大学XAFS BL実習 9C 24h

2025PF-T004 小澤健一 PF AOFSRR School 2025実習

13B,18C,2BF
,9A,19A,14B,
8A/B,小角ビー
ムライン,9C
BL-5A/17A

18C:192h,
9A:36h,9C:48h,
2A/B:36h,

10C:48h,13A/B
:24h,19A/B:24
h,8A:24h,8B:24
h,5A:22.5h

2025PF-T005 Jerome Taguba SOKENDAI XAFS studies on local structural investigation of Y-doped
Dy₂Ti₂O₇ spin ice 9C or 12C 24h

PF-T

2025 年度　PF 課題（PF-T）一覧

2025 年度　PF 課題（PF-SBRC）一覧

課題番号 申請者 所属 課題名 希望
ステーション

実施ビームタイム
（1期）

実施ビームタイム
（2期）

実施ビームタイム
（3期）

2025PF-B001 松垣直宏 PF BINDS事業におけるビームライン技術開発 1A,5A,17A,N
W12A

1A:47h,5A:23.
5h,17A:23.5h,N
W12A:23.5h

1A:62.5h 1A:23.5h

2025PF-B002 佐々木大輔 和歌山県立医
科大学 凝集性ペプチドの構造解析 1A 31h 31h

2025PF-B003 勝山陽平 東京大学 ATP依存型ジアゾ基合成酵素のクライオ電子顕微鏡を利用した
構造解析 1A,17A 15h

2025PF-B004 郷田秀一郎 創価大学 溶血性レクチンの膜孔形成機構の解明 15A2 24h 24h

2025PF-B005 田辺幹雄 SBRC RRMによるRNA認識機構の解明 1A 15.5h 15.5h

2025PF-B006 庄村康人 茨城大学 水素酸化細菌由来可溶性ヒドロゲナーゼの会合状態の決定 15A2 24h

2025PF-B007 長江雅倫 大阪大学 自然免疫受容体のX線結晶構造解析 1A 7.5h 15.5h

2025PF-B008 千田美紀 SBRC PI5P4betaと第３世代阻害剤複合体の立体構造解析 1A 7.5h

2025PF-B009 千田美紀 SBRC 超硫黄分子応答性転写因子におけるレドックス検知機構の解析 17A 15h

2025PF-B010 藤城貴史 埼玉大学 PLP酵素を利用したアミノ酸型阻害剤の開発 1A 15.5h NW12A:7.5h

2025PF-B011 千田美紀 SBRC CtBTのX線結晶構造解析 1A 7.5hx3

2025PF-B012 千田美紀 SBRC セサミン代謝酵素ORF2の構造解析 17A 7.5hx3

2025PF-B013 田辺幹雄 SBRC シャルコー・マリー・トゥース病の原因遺伝子産物PMP22およ
びMPZのX線結晶構造解析 1A 15.5h

2025PF-B014 奥田充宏 明治大学 MRI造影剤およびDDS応用を見据えた球殻状タンパク質結晶の
構造均一性・安定性評価指標確立に向けたX線結晶構造解析 17A 15.5h

2025PF-B015 松垣直宏 PF BINDS事業における初心者向け講習会 5A 7.5h 7.5h

PF-B
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2025 年度　PF 課題（PF-CIQuS）一覧

課題番号 申請者 所属 課題名 希望
ステーション

実施ビームタイム
（1期）

実施ビームタイム
（2期）

実施ビームタイム
（3期）

2025PF-Q001 佐賀山基 PF マルチプローブを用いた機能性物質・材料の動作原理解明及び高
効率高精度の放射光回折散乱実験のための環境整備 8B 120h 240h 48h

2025PF-Q002 丸山龍治 日本原子力研
究開発機構

マルチプローブで探索するFe/Cr多層膜の磁気層間交換結合メカ
ニズム 16A 12h 12h 16h

2025PF-Q003 山田悟史 CIQuS 調湿装置を用いた界面活性剤の水和量制御とそれに伴う構造変化
の観測 6A 24h

2025PF-Q004 AHMEDRezwan CIQuS
Determine the atomic and electronic band structure of 2D
honeycomb of Pb atoms (Plumbene) on Pd(111) using
ARPES

SPF 96h SPF:96h,
13A/B:36h

SPF:48h,
13A/B:48h

2025PF-Q005 山田悟史 CIQuS 気水界面に対する斜入射小角散乱法を用いた界面張力波の測定と
評価

2025PF-Q006 山田悟史 CIQuS 超高速反射率測定に関するR&D 6A 24h

2025PF-Q007 山田悟史 CIQuS 無機ポリマー誘電体に関するR&D 7A 24h

2025PF-Q008 三上力久 CIQuS LEPD用低速陽電子ビーム高輝度化のための磁場型収束レンズに
よるビーム輸送試験 SPF 96h 24hx2

2025PF-Q009 山田悟史 CIQuS X線反射率法を用いたXAFSに関するR&D 7C 24h

PF-Q
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　「PF ニュース」からのお知らせ

　平成 24年度の PF-UAの発足に伴い，PFニュースはウ
ェブ版が主体となりましたが，引き続き冊子版も発行し，
ご愛読を賜り感謝致します。今後も新しい企画記事の連載
など誌面の充実につとめ，PFニュースをより魅力あるも
のにしていきます。ウェブ版 PFニュースには，冊子版で
は白黒となっている図等もオリジナルのカラーのものを掲
載しています。ウェブ版もお楽しみ頂ければと思います。
　ウェブ掲載時にはメールでお知らせするシステムも運用
しています。希望される方は，どうぞご登録下さい。
（https://www2.kek.jp/imss/pf/pfnews/oshirase.html）

PFニュース編集委員一同

　投稿のお願い

【最近の研究から】
　PFで行われた実験，研究の成果をお寄せ下さい。
【建設・改造ビームラインを使って】
　特にビームラインの改良点，他のビームラインとの比較，
　要望等を是非お聞かせ下さい。
【ユーザーとスタッフの広場】

PFでの実験の成果等が認められ受賞された方，海外放
射光施設に滞在，訪問された方，国際会議等に参加さ
れた方，修士論文等，どうぞご投稿下さい。また PFに
対するご意見等がありましたら是非ご投書下さい。

詳細は PFニュース HPをご覧下さい。

宛           先

〒 305-0801　茨城県つくば市大穂 1-1
高エネルギー加速器研究機構

物質構造科学研究所　放射光実験施設内　
PFニュース編集委員会事務局

TEL：029-879-6196  　FAX：029-864-2801
Email：pf-news@pfiqst.kek.jp

URL：https://www2.kek.jp/imss/pf/pfnews/

編集後記

　2026年度が始まりました。個人的な話になりますが，
筆者が PFにお世話になり始めてからちょうど 20年にな
ります。20年前，私が初めて使った PFのビームラインは
当時の BL-11Aでした。光学系や計測系のマニュアル調整
など，今思うととても教育的な軟Ｘ線ビームラインであり，
BL-11AでのＸ線吸収分光実験は私にとって代えがたい経
験となったことは間違いありません。今や BL-11は開発
研究多機能ビームラインとして生まれ変わり，綺麗な薄紫
色の大きな実験ハッチを見ると時代が変わったことを実感
します。
　他のビームラインでも年々更新や再構築が進められてき
て，実験装置，あるいは実験手法そのものが様変わりした
ところも多いと思います。近年，リモート測定が整備され
データ科学や AIの普及も進み，良質なデータを効率よく
大量に採れるようになって，はるかに便利になったと感じ
ます。便利になったということは，反面，ブラックボック
ス化してしまった部分が多々あるとも言えます。それでも
PFは（UVSORや HiSORと同様に），他の放射光施設に比
べれば，良い意味でクラシックであり教育的な施設です。
ぜひ若い皆さんには，効率よくスマートに実験することも
大事ですが，このクラシックな要素も学んでいってほしい
と思います。50歳手前にしてこんな説教めいたことを書
いている自分はどうなんだろうと思いつつ，今年度も頑
張っていきたいと思います。（D.A.）

＊ 2026 年度 PF ニュース編集委員＊

委員長　　田辺　幹雄　　物質構造科学研究所                         
副委員長　佐々木大輔　　慶応義塾大学 理工学部
委　員　　朝倉　大輔　　産業技術総合研究所 エネルギー・環境領域
　　　　　宇佐美徳子　　物質構造科学研究所　　　　　　　　　　   城戸　大貴　　物質構造科学研究所
　　　　　君島　堅一　　物質構造科学研究所　　　　　　　　　　   木村　耕治　　名古屋工業大学 物理工学科
　　　　　阪田　薫穂　　物質構造科学研究所　　　　　　　　　　   志賀　大亮　　東北大学 多元物質科学研究所　　　　　　  
　　　　　千田　美紀　　物質構造科学研究所　　　　　 　　  　　　高木　宏之　　加速器研究施設
　　　　　松井　高史　　富士フイルム（株）解析技術センター
　　 　　   三石　夏樹　　名古屋大学大学院 理学研究科
　　　　　山本　　達　　東北大学 国際放射光イノベーション・スマート研究センター 兼 多元物質科学研究所
　　　　    湯川　　龍　　東北大学 国際放射光イノベーション・スマート研究センター
事務局　　加世田　薫　　物質構造科学研究所

　　編集委員会だより
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KEK アクセスマップ・バス時刻表

高速バス「つくば号」（約１時間）

東

京

駅

高
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ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

上

野

駅

ひ
た
ち
野
う
し
く
駅

荒
川
沖
駅

土
浦
駅

至水戸駅

京都・大阪

羽 田 空 港 成田国際空港

茨城空港

夜行バス

空港直通バス 空港直通バス

空港直通バス

JR常磐線JR
山手線

（約１時間）

①路線バス

①つくバス

路
線
バ
ス

路
線
バ
ス

路
線
バ
ス

タ
ク
シ
ー
（約30分
　　5,000円）

タクシー
（約20～30分3,000円）

（約19分300円）

（約20～30分490円）

（
約
　分
）

25

（
約
　分
）

25

（
約
　分
）

23

常磐自動車道

（約６分）（約4分）

（約９時間）

（約2時間） （約1時間）

（約1時間）

京浜急行（約25分）

東京モノレール（約22分）

JR山手線
（約６分）

JR山手線（約５分）

浜松町駅

品 川 駅

（約30分）

KEK周辺タクシー会社： 大曽根タクシー　0120-000-302, 029-864-0301
 　（受付：5時～25時※配車は6:00～ 早朝の利用は事前予約推奨）
 松見タクシー　029-851-1432（24時間）

（土浦駅周辺タクシー会社：
　　土浦タクシー　0120-215-324,
　　　　　　　　 029-821-5324）

つくば～空港直通バス：
https://www.bus-ibaraki.jp/hwbus/highway.html

土浦北/桜土浦

②つくばエクスプレス

つ
く
ば
駅・つ
く
ば
セ
ン
タ
ー秋

葉
原
駅

（約4分） （約4分）

（快速で約45分）

①つくばセンター ←→ KEK （2026年4月1日改定）

巻末情報
※ご利用の際には
　事前にご確認下さい。

　　18 系統：土浦駅東口～つくばセンター～ KEK ～つくばテクノパーク大穂　　C8 系統：つくばセンター～ KEK ～つくばテクノパーク大穂
　　71 系統：つくばセンター～（西大通り）～ KEK ～下妻駅（筑波大学は経由しません）

つくバス　　　所要時間　約20～30分　　運賃　300円　　つくばセンター乗り場３番
　　HB/HA（北部シャトル）：つくばセンター〜 KEK 〜筑波山口（筑波大学には停まりません）
　　HAのつくばセンター行きは10分程度早着することもありますのでご留意下さい。
　☆は大型バスのため大穂窓口センター通過

関東鉄道バス　所要時間　約20～30分　　運賃　490円（KEK－土浦駅間の料金は830円）　つくばセンター乗り場５番

【平日】下り　　

系統 つ く ば
センター KEK 系統 つ く ば

センター KEK 系統 つ く ば
センター KEK 系統 つ く ば

センター KEK

	 HB	 6:55	 7:17
	 HB	 7:20	 7:42
	 C8	 7:20	 7:42
	 HB	 7:50	 8:12
	 C8	 7:50	 8:12
	 C8	 8:12	 8:27
	 HB	 8:25	 8:47
	 71	 8:50	 9:11
	 HB	 9:15	 9:37
	 HB	 9:40	 10:02

	 C8A	 10:00	 10:16
	 HB	 10:10	 10:32
	 HB	 10:45	 11:07
	 HB	 11:25	 11:47
	 71	 11:30	 11:51
	 HB	 11:50	 12:12
	 HB	 12:25	 12:47
	 HB	 13:00	 13:22
	 HB	 14:00	 14:22
	 HB	 14:35	 14:57

	 71	 18:50	 19:11
	 HB	 18:50	 19:12
	 HB	 19:30	 19:52
	 HB	 20:10	 20:32
	 HB	 21:10	 21:32
	 HB	 21:50	 22:12
	 HB	 22:20	 22:42

	 71	 14:55	 15:16
	 HB	 15:10	 15:32
	 HB	 16:10	 16:32
	 C8	 16:25	 16:40
	 71	 16:43	 17:04
	 C8	 17:00	 17:15
	 HB	 16:55	 17:17
	 HB	 17:30	 17:52
	 C8	 17:55	 18:10
	 HB	 18:10	 18:32
	 C8	 18:30	 18:45
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18系統のつくばセンター→土浦駅東口は22分間です。

それ以外の時刻等については、下記よりご確認下さい。

【土曜・休日】下り

【土曜・休日】上り

※HB/HA  ＜つくば北部シャトル＞は土日・祝日限定で1日乗車券500円が利用可能です。【交通系ICカード利用可】

つくばエクスプレス 高速バス「つくば号」 つくばセンター・羽田空港

	 HA	 6:14	 6:45
	 71	 6:33	 7:00
	 HA	 6:39	 7:10
	 HA ☆	 7:04	 7:35
	 HA	 7:04	 7:35
	 71	 7:28	 8:00
	 HA	 7:39	 8:15
	 HA	 8:29	 9:05
	 C8	 8:50	 9:14
	 HA	 8:54	 9:30
	 C8	 9:25	 9:49

	 HB	 7:10	 7:32
	 HB	 7:40	 8:02
	 HB	 8:25	 8:47
	 HB	 9:25	 9:47
	 HB	 10:10	 10:32

	 HA	 9:24	 9:55
	 HA	 9:59	 10:30
	 HA	 10:44	 11:15
	 C8	 10:55	 11:19
	 HA	 11:09	 11:40
	 71	 11:28	 11:58
	 HA	 11:44	 12:15
	 HA	 12:19	 12:50
	 HA	 13:19	 13:50
	 HA	 13:54	 14:25
	 HA	 14:29	 15:00

	 HB	 10:55	 11:17
	 HB	 11:40	 12:02
	 HB	 12:30	 12:52
	 HB	 13:10	 13:32
	 HB	 14:05	 14:27

	 HA	 19:19	 19:55
	 C8	 19:30	 19:50
	 HA	 20:24	 20:55
	 HA	 21:04	 21:35
	 HA	 21:39	 22:10

	 HB	 18:20	 18:42
	 HB	 19:15	 19:37
	 HB	 19:55	 20:17
	 HB	 20:55	 21:17
	 HB	 21:40	 22:02
	 HB	 22:20	 22:42

	 71	 15:28	 15:58
	 HA	 15:29	 16:00
	 HA	 16:09	 16:45
	 HA	 16:39	 17:15
	 C8	 17:20	 17:45
	 HA	 17:24	 18:00
	 C8	 17:50	 18:15
	 71	 17:50	 18:27
	 HA	 18:04	 18:40
	 HA	 18:44	 19:20
	 18	 18:45	 19:15

	 HB	 14:50	 15:12
	 HB	 15:40	 16:02
	 HB	 16:50	 17:12
	 HB	 17:30	 17:52
	 71*	 17:50	 18:11
* 土曜のみ。

【平日】上り

	 HA	 6:19	 6:50
	 HA	 6:59	 7:30
	 HA ☆	 7:04	 7:35
	 HA	 7:39	 8:15
	 HA	 8:39	 9:15

	 HA	 9:24	 9:55
	 HA	 10:09	 10:40
	 HA	 10:59	 11:30
	 HA	 11:44	 12:15
	 HA	 12:24	 12:55

	 HA	 17:29	 18:05
	 HA	 18:24	 19:00
	 HA	 19:04	 19:40
	 HA	 20:09	 20:45
	 HA	 20:54	 21:25
	 HA	 21:34	 22:05

	 HA	 13:19	 13:50
	 HA	 14:09	 14:40
	 HA	 14:54	 15:25
	 HA	 16:04	 16:35
	 HA	 16:44	 17:20
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KEK周辺生活マップ参照

筑波建築試験センター

ＫＥ
Ｋ

ＫＥ
Ｋ

研究学園駅研究学園駅

ホテルグランド東雲  （新館）7,350円～
TEL（029）856-2212（本館）6,300円～

つくばスカイホテル
（http://www.yama-nami.co.jp/）インターネット予約5％引き
TEL（029）851-0008  6,300円～

ホテルつくばヒルズ学園西大通り店（旧学園桜井ホテル）
（https://breezbay-group.com/tsukuba-hills/）　
TEL（029）851-3011  6,878円～

ビジネス旅館二の宮
TEL（029）852-5811  5,000円～
　　　　（二人部屋のみ　2食付）

⑨

⑩

⑪

⑫

ホテルベストランド
（http://www.hotel-bestland.co.jp）
TEL（029）863-1515

東横イン
（http://www.toyoko-inn.com/hotel/00228/）
TEL（029）863-1045  

⑬

⑭

アーバンホテル
(http://www.urbanhotel.co.jp/uhotel.html)
TEL（029）877-0001  6,825円～

ホテル日航つくば（旧オークラフロンティアホテルつくば）
(http://www.nikko-tsukuba.com)
TEL（029）852-1112  

ダイワロイネットホテル
TEL（029）863-3755
(http://www.daiwaroynet.jp/tsukuba/）

ルートつくば
TEL（029）860-2111  6,825円～（朝食付）

ホテルJALシティつくば
（旧オークラフロンティアホテルつくばエポカル）
(http://www.tsukuba.hoteljalcity.com)
TEL（029）860-7700  

ホテルデイリーイン
(http://www.yama-nami.co.jp/)インターネット予約5％引き
TEL（029）851-0003  6,090円

ビジネスホテル山久     5,000円～（2食付・1室2人）
TEL（029）852-3939  6,000円～（2食付・1室1人）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

 6,300円（3人～）（2食付）和

和

ビジネスホテル松島
TEL（029）856-1191　　
 （新館）6,500円～
　　　　6,800円（3人～）
　　　　（風呂・2食付）
 （本館）6,000円～

⑧

TX

ホテルマークワン
（http://www.mark-1.jp/）
TEL（029）875-7272

⑮

つくば市内宿泊施設 ※料金は参考値です。
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●共同利用研究者宿泊施設（ドミトリー）
（管理人室 TEL/FAX:029-864-5574 PHS:2920）
　　シングルバス・トイレ付き
　　　・3号棟，4号棟	 3,400円
　　　・5号棟	 4,000円
　　シングルバス・トイレなし
　　　・1号棟	 2,700円
・�ドミトリーは夜の22時から朝の8時までは施錠

されます。また，この時間帯は管理人が不在で
すので，22時以降にドミトリーに到着される方
はインフォメーションセンター（029-864-5572, 
PHS:3398）でドミトリーの部屋の鍵を受け取って
下さい。

・�支払いはユーザーズオフィスにて，現金の他，クレ
ジットカード，デビットカード，ポータルサイト
KRSからのオンライン支払いが可能です。【宿泊予
約・旅費申請】5.オンライン支払から、支払を行い
たい宿泊予約を選択してください。なお、オンライ
ン支払を選択できる期限は、宿泊終了日から28日
以内です。

　�また宿泊が週末等になり，ユーザーズオフィスで
支払えない場合は銀行振込または管理人による現
金での領収（土，日，祝のみ）も可能です。

●図書室（研究本館1階　内線3029）
　開室時間：月～金　9:00～17:00
　閉 室 日：土，日，祝，年末年始，夏季一斉休業日
機構発行のIDカードがあれば開室時間以外でも入館
可能。

●健康相談室（医務室）（内線 5600）
勤務時間中に発生した傷病に対して，応急処置を行
うことができます。健康相談も行っていますので，
希望者は事前に申し込んでください。
　場　　所　先端計測実験棟
　開室時間　8:30～12:00／13:00～17:00
　　　　　　（月曜日～金曜日）

●食　堂（内線 2986）
　営　業　月～金（ただし祝日及び年末年始は休業）
　　昼食　11:30～13:30
　※夕食は 5/1 から営業を中止しております。

●喫茶室フラン（店名が変わりました）（内線 3910）
　定休日：木曜日，祝日。土日も営業いたします。

【PF運転中の営業時間】
　朝食　8:00～9:30（L.O. 9:00）※洋食のみ
　昼食　11:30～15:30（L.O. 15:00）
　夕食　18:00～21:00（L.O. 20:30）

●売　店（いいじま）（内線 2987）
弁当，パン，食料品，軽食，菓子類，日用品，雑誌，切手
等，KEKオリジナルグッズの販売，宅配便（ヤマトの
み）等。
　　月～金	  8:30～18:00（�国民の祝日，年末年

始，夏季一斉休業日
は除く）

　　土（運転期間中のみ）　11:00～14:00

※�PF研究棟1階ユーザー控室近くで，PayPay等の
キャッシュレス決済で支払いができる無人販売が
あります。

●宅配便（宅配荷物室はPF研究棟１階）
★�荷物は基本的に置配となります（冷蔵便・冷凍便

含む）。
★荷物の発送はご自身でお願いいたします。
　�宅配荷物室に設置したファイルで，業者への発送

依頼方法を必ずご確認ください。
★伝票の記載方法
　〒305–0801　茨城県つくば市大穂１–１
　　高エネルギー加速器研究機構　放射光実験施設
　　【�PFで荷物を受け取る場合】PF宅配荷物室　

BL–○○（ステーション名）＋受取人名
　　【�PF–ARで荷物を受け取る場合】PF–AR共同研

究棟　N○○○（ステーション名）＋受取人名
　※�電話番号は，受取人の携帯電話番号等を記入し

てください。
　　�PF事務室の電話番号は記入しないようにお願い

します。

●自転車貸出方法(不明な点は[運転当番]PHS 4209)
・実験ホール入口手前の廊下に設置された鍵BOXか
　ら，氏名・貸出時間等を記入のうえ，鍵を借り出
　してください。
・貸出は一往復とし，最長でも半日とする。
・�使用後は所定の自転車スタンドへ戻し，鍵は鍵

BOXへ速やかに戻してください。
（�PF–ARでも自転車を10台用意していますので利用

したい方はビームライン担当者または運転当番
［PHS 4209］に連絡して下さい。）

・ユーザーズオフィスでも自転車の貸出を行ってい
　ます（約50台）。

●郵便ポスト（計算機棟正面玄関前）
　　収集時間：10:30（平日・土曜），10:00（休日）

●ユーザーズオフィスについては，https://www2.kek.
jp/usersoffice/をご覧下さい。
　Tel : 029-879-6135, 6136　Fax : 029-879-6137
　Email : usersoffice@mail.kek.jp

　ユーザーの方は，これらの施設を原則として，機構の職員と同様に利用するこ
とができます。各施設の場所は裏表紙の「高エネルギー加速器研究機構平面図」
をご参照下さい。

KEK内福利厚生施設
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ビームライン担当一覧表（2026. 5. 1）

ビームライン		  光源	 BL担当者
 ステーション	 形態	 ステーション/実験装置名	 担当者	 担当者（所外）
		 （●共同利用，○建設/立ち上げ中，◇所外，☆教育用BL，★UG運営ST）
BL-1	  	 Ｕ	 松垣
  BL-1A		  ●	 タンパク質結晶構造解析ステーション	 松垣
BL-2			   Ｕ	 大東
  BL-2A/B		  ●	 MUSASHI：表面・界面光電子分光，広エネルギー帯域軟Ｘ線分光	 大東
BL-3		  Ｕ（A）/ＢＭ（B, C）	 奥山
  BL-3A	 ●	 極限条件下精密単結晶Ｘ線回折ステーション	 奥山
  BL-3B	 ●★	 真空紫外光電子分光ステーション 	 小澤	 櫻井（筑波大）
					     中辻（科学大）
  BL-3C	 ●	 Ｘ線光学素子評価／白色磁気回折ステーション	 平野
BL-4		  ＢＭ	 奥山
  BL-4A	 ●★	 蛍光Ｘ線分析/マイクロビーム分析	 丹羽	 阿部（東京電機大）
  BL-4B2	 ●★	 多連装粉末X線回折装置	 奥山	 植草（科学大）
  BL-4C	 ●	 精密単結晶Ｘ線回折ステーション	 奥山
BL-5		  ＭＰＷ	 松垣
  BL-5A	 ●	 タンパク質結晶構造解析ステーション	 松垣
BL-6		  ＢＭ	 高木（秀）
  BL-6Ａ	 ●	 X線小角散乱ステーション	 高木（秀）
  BL-6C	 ●★	 Ｘ線回折／散乱実験ステーション	 奥山	 八方（広島市大）
BL-7		  ＢＭ	 雨宮（岡林：東大）
  BL-7A	 ◇●	 軟X線分光（XAFS, XPS）ステーション	 雨宮	 岡林（東大）
（東大・スペクトル）
  BL-7C	 ●	 汎用X線ステーション	 杉山
BL-8		  ＢＭ	 奥山
	 BL-8A	 ●	 多目的極限条件下ワンセンベルグカメラ	 奥山
	 BL-8B	 ●	 多目的極限条件下ワンセンベルグカメラ	 奥山
BL-9		  ＢＭ	 阿部
  BL-9A	 ●	 XAFS（高強度）実験ステーション	 阿部
  BL-9C	 ●	 XAFS（その場）実験ステーション	 阿部
BL-10		  ＢＭ	 高木（秀）
  BL-10A	 ●★	 垂直型四軸X線回折装置	 熊井	 栗林（東北大）
  BL-10C	 ●	 Ｘ線小角散乱ステーション	 高木（秀）
BL-11		  ＢＭ	 若林
  BL-11A	 ●	 開発研究多機能ビームライン	 若林
  BL-11B	 ●	 開発研究多機能ビームライン	 若林
BL-12		  ＢＭ	 大東
   BL-12A	 ●		 広波長域軟X線ビームライン	 大東
   BL-12C	 ●		 XAFS（ハイスループット）実験ステーション	 城戸
BL-13				   U	 間瀬
  BL-13A/B	 ●	 表面化学研究用真空紫外軟Ｘ線分光ステーション	 間瀬
BL-14		  ＶＷ	 平野
  BL-14A	 ●	 単結晶構造解析・検出器開発ステーション	 奥山
  BL-14B	 ●	 精密X線光学実験ステーション	 平野
  BL-14C	 ●	 X 線イメージングおよび汎用 X 線実験ステーション	 砂口
 BL-15		  U	 丹羽
  BL-15A1	 ●	 XAFS（セミマイクロビーム）実験ステーション	 丹羽
  BL-15A2	 ●	 高輝度Ｘ線小角散乱実験ステーション	 高木（秀）
BL-16		  Ｕ	 雨宮
  BL-16A	 ●	 可変偏光軟Ｘ線分光ステーション	 雨宮



〔共通設備〕
Ｘ線準備室		  熊井	 （4977）
生物試料準備室		  宇佐美	（4581）
生理試料準備室 		  高木（秀）	（2688）
結晶準備室・低温室		  引田	 （4901）
蒸着室		  菊地	 （4420）
暗室		  杉山	 （4421）
化学試料準備室		  丹羽	 （4942）
工作室	 PF	 森	 （4361）
	 PF-AR	 柴崎	 （4359）

〔支援業務〕
ストックルーム	 真空部品	 菊地	 （4420）
	 電気部品	 豊島	 （4381）
ユーザー控え室		  菊地	 （4420）
リモート会議室		  小山	 （4362）
仮眠室		  菊地	 （4420）
女子更衣室		  宇佐美	（4581）

〔安全管理〕
安全全般		  大下	 （4810）
化学薬品	 	 大下	 （4810）
特殊ガス	 	 丹羽（4942）, 足立（4348)
ボンベ		  内田	 （4599）
液体窒素・液体ヘリウム		  森	 （4361）
放射線安全		  仁谷	 （4900）
サーベイメータ		  斉藤	 （4462）
トラック		  斉藤	 （4462）
クレーン・フォークリフト		 菊地	 （4420）

【共同利用ユーザーに関するその他設備の担当者一覧】
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BL-17		  U	 引田
  BL-17A	 ●	 タンパク質結晶構造解析ステーション	 引田
BL-18		  ＢＭ	 柴崎
  BL-18B（インド・DST）	 ◇●	 Multipurpose Monochromatic Hard X-ray Station	 熊井        Subhadip Chowdhury （JNCASR）
  BL-18C	 ●★	 超高圧粉末Ｘ線回折計	 柴崎	 鍵（東大）
BL-19		  U	 山下
  BL-19A/B	 ●	 軟Ｘ線顕微／分光実験ステーション	 山下
BL-20		  ＢＭ	 足立	
  BL-20A	 ●★	 ３ｍ直入射型分光器	 足立	 星野（上智大）
  BL-20B	 ●	 白色・単色 Ｘ線トポグラフィ／Ｘ線回折実験ステーション	 杉山
BL-27		  ＢＭ	 宇佐美
  BL-27A	 ●★	 放射性試料用軟Ｘ線実験ステーション	 宇佐美	 横谷（量研機構）
  BL-27B	 ●★	 放射性試料用Ｘ線実験ステーション	 宇佐美	 岡本（原研機構）
BL-28		  ＨＵ	 小澤
  BL-28A/B	 ●	 可変偏光 VUV・SX 不等間隔平面回折格子分光器	 小澤
			   高分解能角度分解光電子分光実験ステーション
PF-AR			 
AR-NE1		  ＥＭＰＷ	 柴崎
  AR-NE1A	 ●	 レーザー加熱超高圧実験ステーション	 柴崎
AR-NE3		  Ｕ	 松垣
  AR-NE3A	 ●	 タンパク質結晶構造解析ステーション	 松垣
AR-NE5		  ＢＭ	 柴崎
  AR-NE5C	 ●	 高温高圧実験ステーション /MAX80	 柴崎
AR-NE7		  ＢＭ	 平野
  AR-NE7A	 ●	 X 線イメージングおよび高温高圧実験ステーション	 平野
AR-NW2		  Ｕ	 丹羽
  AR-NW2A	 ●	 時間分解 DXAFS ／Ｘ線回折実験ステーション	 丹羽
AR-NW10		  ＢＭ	 城戸
  AR-NW10A	 ●	 XAFS（高エネルギー）実験ステーション	 城戸
AR-NW12		  Ｕ	 引田
  AR-NW12A	 ●	 タンパク質結晶構造解析ステーション	 引田
AR-NW14		  Ｕ	 野澤
  AR-NW14A	 ●	 ピコ秒時間分解Ｘ線回折・散乱・分光	 野澤
AR-SE2A		  （電子ビーム）	 素粒子原子核研究所・測定器開発センター
  AR-SE2A	 ●	 測定器開発テストビームライン	 （五十嵐）

低速陽電子			   和田
  SPF-A3	 ●	 全反射高速陽電子回折（TRHEPD）ステーション	 和田
  SPF-A4	 ●	 低速陽電子回折（LEPD）ステーション	 和田
  SPF-B1	 ●	 汎用低速陽電子実験ステーション	 和田
  SPF-B2	 ●	 ポジトロニウム飛行時間測定ステーション	 和田

AR-NE7A	 高温高圧実験装置（MAX-III）	 久保友明（九州大）

BL-7A	 東大 RCS	 岡林　潤（東大）		  jun@chem.s.u-tokyo.ac.jp
BL-18B	 インド DST	 Subhadip Chowdhury	 029-879-6237 ［2628］	 s.karmakar.vb@gmail.com

【UG 運営装置】

【所外ビームライン】
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